
BA224F/33/ja/06.05(06.06)
有効な ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン :
V 4.00
機能説明書
ToF Tool

イ ンテ リ ジ ェ ン ト デバイス用操作プログラム



2



ToF Tool 目次
目次
1 はじめに . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

1.1 イ ン ス ト ール  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4
1.2 納入範囲  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4
1.3 このマニュ アルにおけ る表記上の規則  . . . . .  4

2 プログラムの起動  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

2.1 Windows 2000/NT または XP 環境下でのプロ グ ラ
ムの起動  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

2.2 プロ グ ラ ムの終了 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7

3 ユーザーイ ン ターフ ェ イス . . . . . . . . . . . .  8

4 タ イ ト ルバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9

5 ツールバー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9

6 パラ メ ータ編集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10

6.1 ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ  . . . . . . . . . . . . . 11
6.2 パラ メ ータ ウ ィ ン ド ウ . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

7 デバイス リ ス ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  16

7.1 デバイ ス登録カード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17
7.2 タ グ登録カー ド （計測ポ イ ン ト タ グ） . . . . . . 18

8 ステータ スバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  19

9 メ ニューバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  20

9.1 フ ァ イル メ ニ ュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  20
9.2 編集 メ ニュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
9.3 表示 メ ニュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
9.4 デバイ ス メ ニ ュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  32
9.5 オプシ ョ ン メ ニ ュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  37
9.6 パラ メ ータ メ ニ ュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  44
9.7 テーブル メ ニ ュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46
9.8 反射波形 メ ニ ュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  55
9.9 反射波形ウ ィ ン ド ウ  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  60
9.10 再生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  64
9.11 デ ィ スプレー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  66
9.12 カーソルの配置  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  72
9.13 レ イ ア ウ ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  81
9.14 HistoROM メ ニ ュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  82
9.15 ウ ィ ン ド ウ メ ニ ュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  92
9.16 ヘルプ メ ニュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  92

10 ヘルプウ ィ ン ド ウ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  93

11 ToF Tool のナビゲーシ ョ ン . . . . . . . . . . .  94

11.1 デバイ ス リ ス ト のナビゲーシ ョ ン  . . . . . . . .  94
11.2 パラ メ ータ編集のナビゲーシ ョ ン  . . . . . . . .  95
11.3 反射波形を編集する ためのキーの組み合わせ  96
11.4 キーによ る ツールバーのナビゲーシ ョ ン  . . .  97

12 FAQ （よ く 寄せられる質問） . . . . . . . . . .  98
エン ド レスハウザー ジャパン 3



はじめに ToF Tool
1 はじめに

1.1 イ ンス ト ール

ToF Tool を イ ン ス ト ールする前に、 各種必要条件を満た し ていなければな り ません。 詳細につ

いては、 CD-ROM 1 に収録されている 『イ ン ス ト ールマニュ アル』 を参照し て く ださい。

1.2 納入範囲

納入品は、 2 枚の ToF Tool - FieldTool Package CD-ROM に収められています。

• CD 1: ToF Tool - FieldTool プロ グ ラ ム

ToF Tool で操作でき るすべての Endress+Hauser ド ラ イバに関するデバイ スデス ク リ プシ ョ ン

（デバイ ス ド ラ イバ） を含んだプロ グ ラ ム。

• CD 2: ド キ ュ メ ン ト パッ ク （= デバイ ス ド キ ュ メ ン ト ）。

1.3 このマニュアルにおける表記上の規則

このマニュ アルでは、 内容を よ り 理解しやす く するため、 また、 重要項目を強調するために、

以下の表記規則を採用し ています。

表記

このマニュ アルで使用されている表記を簡単にま と める と次のよ う にな り ます。

シンボル

このマニュ アルでは、 次のグ ラ フ ィ ッ ク シンボルを使用し ています。

表記 意味する内容 例

" 引用符 （" "） で囲

まれたボールド体 "

キー、 ボ タ ン、 プロ グ ラ ムア イ コ ン、

タブ、 メ ニ ュー、 コマン ド

" ス ター ト  -> プログラム -> ToF" また

は "ENTER"

" フ ァ イル " メ ニューの " 印刷 " を選

択し ます。

CTRL （コ ン ト ロール） キーを押し た

ま ま SHIFT キーを押し ます。

CTRL キーを押し たま ま SHIFT キーを

押し ます。

CTRL キーを押し たま ま ク リ ッ ク し ま

す。

CTRL キーを押し たま まマウ スの左ボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。

大文字 連続テキス ト 内でパス と フ ァ イル名。 DOKU\FMR2XX.PDF または WIN.HLP

山括弧 変数 <CD-ROM-drive>

シンボル 意味

警告 !

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と 、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐

れがあ り ます。

注意 !

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と 、 けが、 物的損害の恐れがあ り ま

す。
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ToF Tool プログラムの起動
2 プログラムの起動

2.1 Windows 2000/NT または XP 環境下でのプログラムの
起動

プログラムの起動方法

1. Windows ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " ス ター ト  -> プログラム -> Endress+Hauser -> 
ToF Tool - FieldTool Package -> Configure all devices" を選択し てプロ グ ラ ムを起動し ます。

注意 !

使用経験のあ るユーザーであれは、 ToF Tool または Fieldtool を直接起動し てすべてのバス また

は個々のバス を スキ ャ ンする こ と も でき ます。

• ToF Tool プロ グ ラ ムを直接起動する方法

" ス ター ト  -> プログラム -> Endress+Hauser -> ToF Tool - Fieldtool Package -> Configure level and 

pressure device only (ToF Tool) " を選択し ます。

• Fieldtool を直接起動する方法

" ス ター ト  -> プログラム -> Endress+Hauser -> ToF Tool - Fieldtool Package -> Configure flow 

device only （Fieldtool） " を選択し ます。

目的のデバイ ス ド キ ュ メ ン ト を Acrobat Reader で直接開 く こ と もでき ます。

" ス ター ト  -> プログラム -> Endress+Hauser -> ToF Tool - Fieldtool Package -> Documentation 

Pack -> ..." を選択し ます。

2. 接続ウ ィ ザード のウ ィ ン ド ウが現れます。
－ こ の画面から、 すべてまたは個々のバス （HART、 PROFIBUS DP、 Service など） を ス

キ ャ ン し て、 接続デバイ ス を探すこ と ができ ます。
－ スキ ャ ン し た結果は、 ".tsh" と い う 拡張子の ToolShell フ ァ イル と し て EHToolShell デ ィ

レ ク ト リ に保存し て、 必要に応じ てそのフ ァ イルを開 く こ と ができ ます。
－ オフ ラ イ ンデモン ス ト レーシ ョ ン用にデモデバイ ス も数多 く イ ン ス ト ールされていま

す。

3. ラ イブ リ ス ト からデバイ ス を選択し ます。 " 接続 " ボタ ンを ク リ ッ クするか、 ラ イブ リ ス
ト 内のエン ト リ をダブルク リ ッ クする こ と によ って接続を確立し ます。
－ レベルまたは圧力計器を選択する と、 ToF Tool が自動的に起動し ます。
－ 流量計器を選択する と、 FieldTool が自動的に起動し ます。

4. 接続ウ ィ ザード では、 後からバスの設定値を変更する こ と もでき ます。
エン ド レスハウザー ジャパン 5



プログラムの起動 ToF Tool
5. モデムの設定を行います。

6. すべてまたは個々のバス （HART、 PROFIBUS、 Service など） の設定を行います。
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ToF Tool プログラムの起動
2.2 プログラムの終了

警告 !

プロ グ ラ ムを終了する場合は、 事前に " デバイ ス リ ス ト " および " 反射波形 " のデータ を保存

し てお く 必要があ り ます。 ただし、 このデータが必要ない場合は例外です。

ToF Tool プログラムの終了方法

1. " フ ァ イル " メ ニューの " 終了 " を ク リ ッ ク し ます。
2. 接続ウ ィ ザード のウ ィ ン ド ウが現れます。
3. " はい " を ク リ ッ ク し ます。
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ユーザーイ ン ターフ ェ イス ToF Tool
3 ユーザーイ ン ターフ ェ イス

デバイ ス と の接続をセ ッ ト ア ッ プする場合、 または既存のデバイ ス リ ス ト を開 く 場合、

ToF Tool の画面は次のよ う にな り ます。

図 1: ToF Tool メ イ ンスク リーン

ToF Tool メ イ ン ス ク リ ーンは、 次の要素から構成されています。

• タ イ ト ルバー

• ツールバー

• パラ メ ータ編集 （10 ページを参照）

－ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ （11 ページを参照）
－エラー リ ス ト （13 ページを参照）
－ヘッ ダー （44 ページを参照）

• デバイ ス リ ス ト （16 ページを参照）

• ステータ スバー （19 ページを参照）

• メ ニューバー （各 メ ニューの詳細については、 20 ～ 92 ページを参照）

• 別個に表示されるヘルプウ ィ ン ド ウ （93 ページを参照）。

ステータ スバー

タ イ ト ルバー メ ニューバー

ツールバー

パラ メ ータ編集

ヘ ッ ダーエラーリ ス トナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウ

デバイス リ ス ト
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ToF Tool タ イ ト ルバー
4 タ イ ト ルバー

タ イ ト ルバーには、 次の情報が含まれます。

• デバイ ス タ イプ

• バージ ョ ン

• 計測ポイ ン ト タ グ

5 ツールバー

ツールバーは、 反射波形に関連する ツールバーと い う よ う に、 個別のア イ コ ンまたはア イ コ ン

グループから構成されます。

基本的なツールバー - " 開 く "、 " 保存 "、 " 印刷 " など

デバイス リ ス ト 、 構成メ ニュー、 QH 曲線を切り替えるボタ ン

スキャ ン、 パラ メ ータ を見せる、 接続、 切断の機能を実行するボタ ン

反射波形に関連するツールバー

リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブルのボタ ン : エキスポー ト 、 イ ンポー ト 、 表示
エン ド レスハウザー ジャパン 9



パラ メ ータ編集 ToF Tool
6 パラ メ ータ編集

図 2: パラ メ ータ編集

パラ メ ータ編集を開 く 方法

1. " デバイ ス リ ス ト " または " タ グ " ビ ュー内のエン ト リ をダブルク リ ッ ク し ます。
2. " デバイ ス リ ス ト " または " タ グ " ビ ューでエン ト リ を ク リ ッ ク し、 右ク リ ッ ク で開いた メ

ニューから " パラ メ ータの編集 " を選択し ます。
3. ツールバー内のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
4. " デバイス " メ ニューを開き、 " パラ メ ータの編集 " を ク リ ッ ク し ます。

" パラ メ ータ編集 " は、 次の 2 つのビ ューから構成されます。

• ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ と

• パラ メ ータ ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ または

• 反射波形ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ または

• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルのダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ、 または

• HistoROM ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ
10 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ToF Tool パラ メ ータ編集
6.1 ナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウ

パラ メ ータ編集の左側にはナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウが表示され、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ー構造で

デバイ スパラ メ ータが リ ス ト 表示されます。

図 3: ナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウ

ナビゲーシ ョ ンのアク テ ィ ブ化および非アク テ ィ ブ化方法

1. " 表示 " メ ニューを使用する。
2. ツールバーにあ る " ナビゲーシ ョ ン " ウ ィ ン ド ウボタ ンを使用する。

" ナビゲーシ ョ ン " ウ ィ ン ド ウは、 デバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンに基づいて自動的に生成される

ため、 デバイ ス とデバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンによ って異なる内容にな り ます。 こ のウ ィ ン ド ウ

は、 それぞれがデ ィ レ ク ト リ 構造を持った複数のグループに細分化されます。 デ ィ レ ク ト リ 構造

の展開 ・ 折 り たたみによ って、 情報管理と設定作業が容易にな り ます。

パラ メ ータ編集画面を開 く 方法

1. " ナビゲーシ ョ ン " ウ ィ ン ド ウで " 編集する項目 " を ク リ ッ ク し ます。
ダ イ ア ロ グボ ッ ク スにパラ メ ータ編集画面が表示されます。 エン ト リ を開 く と、 " ナビゲー
シ ョ ン " ウ ィ ン ド ウには、 そのパラ メ ータ編集グループに属するパラ メ ータが表示されま
す。
パラ メ ータは、 パラ メ ータ編集画面にも表示されます。

2. " ナビゲーシ ョ ン " ウ ィ ン ド ウで "Parameter" を ク リ ッ ク し ます。
オン ラ イ ンモード において、 パラ メ ータ名の隣に位置する大かっ こ内の値は、 デバイ スか
ら抽出された現在の値を示し ています。

ナビゲーシ ョ ンウ ィ ン ド ウのボタ ン
エン ド レスハウザー ジャパン 11



パラ メ ータ編集 ToF Tool
6.2 パラ メ ータウ ィ ン ド ウ

パラ メ ータ編集画面は、 " パラ メ ータ " ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ内に表示されます。 表示されるパ

ラ メ ータ編集画面はデバイ スデス ク リ プシ ョ ンを も と に自動的に生成されます。 つま り 、 " パラ

メ ータ編集 " が開いた と き、 またはページが変更された と きに生成されます。 " ナビゲーシ ョ ン

ウ ィ ン ド ウ " の場合と同様に、 この画面は、 デバイ ス とデバイ スデス ク リ プシ ョ ンによ って異

な り ます。

図 4: " パラ メ ータ " ウ ィ ン ド ウ

" パラ メ ータ " ウ ィ ン ド ウの構成要素は次の とお り です。

• 見出し

• 入力ウ ィ ン ド ウ

• フ ッ ター
12 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ToF Tool パラ メ ータ編集
6.2.1 ヘ ッ ダー

図 5: " パラ メ ータ " ウ ィ ン ド ウ内のヘ ッ ダー

ヘ ッ ダーには、 次の項目が含まれます。

• デバイ ス名

• デバイ ス タ イプ

• 重要なパラ メ ータ （9.6.3 章を参照）

• ヘッ ダーエ リ ア

パラ メ ータ ビ ュー （現在の測定値、 電流出力値、 測定距離など） は、 こ こ に示されているデ

バイ ス タ イプご と に別個に設定でき ます （9.6.3 章を参照）。

• エラー リ ス ト

" ステータ ス " ウ ィ ン ド ウには、 常に最新のエラー メ ッ セージが表示されます。

エラーリ ス ト をナビゲー ト する方法

• " ステータ ス " ウ ィ ン ド ウにエラー メ ッ セージを表示するには、 上または下ボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。

• " ステータ ス " ウ ィ ン ド ウに最新のエラー メ ッ セージを表示するには、 ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。

• エラー メ ッ セージを削除するには、 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

重要なパラ メ ータ
エラーリ ス ト

ヘ ッ ダー
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パラ メ ータ編集 ToF Tool
6.2.2 入力ウ ィ ン ド ウ

図 6: " パラ メ ータ " ウ ィ ン ド ウ内の " 入力 " ウ ィ ン ド ウ

" 入力 " ウ ィ ン ド ウには、 パラ メ ータ編集画面が含まれています。 この画面はグ ラ フ ィ ッ ク （有

効な ものがあれば） と パラ メ ータの入力フ ィ ール ド から構成されます。

パラ メ ータ編集画面の構造は、 次の要素によ って決定されます。

• 選択されたパラ メ ータ グループ

• デバイ ス

• デバイ スデス ク リ プシ ョ ン

パラ メ ータ値を変更する方法

入力画面では、 マウ ス または TAB キーを ク リ ッ クする こ と によ って入力フ ィ ール ド にア ク セス

し ます。

入力フ ィ ール ド内で候補を選択する と、 値を変更でき る よ う にな り ます。

パラ メ ータ値を決定する方法

値を決定するには、 "ENTER" キーを押し ます。 値はその妥当性がチェ ッ ク され、 適切であれば、

デバイ スに伝送されます。 入力フ ィ ール ド は、 伝送時はア ク セス を阻止されます。 

エン ト リ が正し く ない場合は、 エラー メ ッ セージが表示されます。 エラー メ ッ セージが消え る

と、 入力フ ィ ール ド には元の値が表示されます。

パラ メ ータ値を取りやめる方法

"ENTER" キーを押す前に入力を中断する こ と ができ ます。 "ENTER" キーを押さずに、 単に、 入

力フ ィ ール ド を終了し ます。

注意 !

関連する 『機能説明書』 の " ヘルプ " ページを開 く には、 パラ メ ータ名を ク リ ッ ク し ます。 グ ラ

フ ィ ッ ク を ク リ ッ クする と、 関連する " ヘルプ " ページが開き ます。

" ヘルプ " ウ ィ ン ド ウには、以下の情報が表示されます。
関連する機能説明書
パラ メ ータの説明
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6.2.3 フ ッ ター

図 7: " パラ メ ータ " ウ ィ ン ド ウ内のフ ッ ター

フ ッ ターの左側に次の項目が表示されます。

• パラ メ ータ編集グループ名

• パラ メ ータ編集グループ番号

• パラ メ ータ グループに属するパラ メ ータ編集画面数

中央部分には 5 つのボタ ンがあ り ます。

• パラ メ ータ編集グループの最初のパラ メ ータ編集画面に切 り 替えます。

• パラ メ ータ編集グループの 1 つ前のパラ メ ータ編集画面に切 り 替えます。

• パラ メ ータ編集グループの次のパラ メ ータ編集画面に切 り 替えます。

• パラ メ ータ編集グループの最後のパラ メ ータ編集画面に切 り 替えます。

• ホームボタ ンは、 パラ メ ータ編集グループの最初のパラ メ ータ編集画面に切 り 替えます。

これによ って、 パラ メ ータ編集グループのパラ メ ータ画面をナビゲー ト する こ と ができ ます。

" ヘルプ " ア イ コ ンはステータ スバーの右部分にあ り ます。 " ヘルプ " ア イ コ ンを ク リ ッ クする

と、 パラ メ ータ編集画面の " ヘルプ " フ ァ イルが開き ます。

注意 !

フ ッ ター内の " ヘルプ " ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 『機能説明書』 の " ヘルプ " ページを開き ま

す。
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7 デバイス リ ス ト

" デバイ ス リ ス ト " は、 ToF Tool メ イ ン ウ ィ ン ド ウの下部にあ り ます。 " デバイ ス リ ス ト " では、

デバイ スに関する 2 つのビ ューが登録カード の形式で表示されます。

図 8: デバイス リ ス ト

次の登録カード が用意されています。

• デバイス

ツ リ ーデバイ ス ビ ューには、 バス と ア ド レ スによ って ソー ト されたデバイ スが表示されます。 

デバイ ス ご と に計測ポイ ン ト タ グ （複数のタ グ） を表示でき ます。

• タグ

" タ グ " ビ ューには、 すべての計測ポイ ン ト タ グが、 簡単な リ ス ト で表示されます。

保存されているデバイス リ ス ト を開 く 方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " 開 く " を ク リ ッ ク し ます。
2. " 開 く " ダ イ ア ロ グ内のコ ンボボ ッ ク スから " フ ァ イルの場所 " オプシ ョ ンを選択し ます。 

" デバイ ス リ ス ト " フ ァ イルが格納されている フ ォルダ名を入力し、 " フ ァ イル名 " ボ ッ ク
スに既存の " デバイ ス リ ス ト " の名前を入力し ます。

3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
" デバイ ス リ ス ト " がロード されます。

4. " デバイ ス リ ス ト " または " タ グ " ビ ュー内のエン ト リ をダブルク リ ッ ク し ます。 " パラ
メ ータ編集 " が開き ます。

5. " ナビゲーシ ョ ンバー " の " 反射波形 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ
が開き ます。 最後に編集し た反射波形が表示されます。
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7.1 デバイス登録カー ド

登録カード は、 ワーク プレース内に設置されているデバイ ス と そのステータ ス を示し ます。 表示

内容は、 バス と ア ド レ スによ って ソー ト されます。

図 9: デバイス登録カー ド

" デバイス " 登録カー ド をナビゲー ト する方法

1. デバイ ス を ク リ ッ ク し ます。 デバイ ス ツ リ ーが展開し、 このデバイ スに属する計測ポイ ン
ト タ グ （単数または複数のタ グ） を確認でき る よ う にな り ます。

2. デバイ ス をダブルク リ ッ ク し ます。 これによ り 、 " パラ メ ータ編集 " が開き、 可能であれ
ば、 こ のデバイ ス と のオン ラ イ ン接続が自動的にセ ッ ト ア ッ プされます。

3. タ グ上で右ク リ ッ ク し ます。 これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き、 次のオプシ ョ
ンを選択でき る よ う にな り ます。
－ デバイ ス を取る
－ スキ ャ ン ...
－ 接続
－ 切断
－ ア ド レ スの決定
－ パラ メ ータの編集
－ ア ッ プロード
－ ダウ ン ロード
－ プロパテ ィ ...
識別子を ク リ ッ ク し て、 機能を起動し ます。

" デバイス リ ス ト " では、 デバイスステータ スがアイ コ ンで表示されます。

アイ コ ン 意味

バス上にデバイ スが存在し ます。

デバイ スが接続されています （オン ラ イ ン状態）。 つま り 、 デバイ ス と通信

し ています。

バス上にデバイ スが存在し ていません。

デモデバイ ス
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7.2 タグ登録カー ド （計測ポイ ン ト タグ） 

登録カード では、 計測ポイ ン ト タ グ （単数または複数の） を簡単な リ ス ト で表示し ます。

図 10: タグ登録カー ド

タグ登録カー ド をナビゲー ト する方法

1. 計測ポイ ン ト タ グをダブルク リ ッ ク し ます。 " パラ メ ータ編集 " が開き、 可能であれば、 こ
のデバイ ス と のオン ラ イ ン接続が自動的にセ ッ ト ア ッ プされます。

2. タ グ上で右ク リ ッ ク し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き、 次のオプシ ョ ンを選択でき
る よ う にな り ます。
－ デバイ スの削除 
－ スキ ャ ン ...
－ 接続
－ 切断
－ ア ド レ スの決定
－ パラ メ ータの編集
－ ア ッ プロード
－ ダウ ン ロード
－ プロパテ ィ ...
識別子を ク リ ッ ク し て、 機能を起動し ます。 

" デバイス リ ス ト " では、 タグステータ ス （計測ポイ ン ト タグ） がアイ コ ンで表示されます。

アイ コ ン 意味

バス上にタ グが存在し ます。

タ グが接続されています （オン ラ イ ン）。 つま り 、 デバイ ス と通信し ていま

す。

バス上にタ グが存在し ていません。 
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8 ステータ スバー

" ステータ スバー " は、 ToF Tool メ イ ン ウ ィ ン ド ウの下部に位置し ています。

ステータ スバーの左側には、 強調表示またはア ク テ ィ ブにされている メ ニューオプシ ョ ンや

ツールバーボタ ンに関する説明が表示されます。 中央には、 実行中の機能に関するプロ グレ ス

バーがあ り ます。 プロ グレ スバーの隣には、 " キ ャ ンセル " ボタ ンがあ り ます。 このボタ ンを ク

リ ッ クする と、 現在のア ク シ ョ ンが取 り 消されます。
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9 メ ニューバー

メ ニューバーには、 基本的な Windows の機能に加えて、 パラ メ ータ、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

テーブルおよび反射波形などに関する機能が組み込まれています。

以下の各節では、 それぞれの メ ニューについて詳細に説明し ます。

9.1 フ ァ イルメ ニュー

" フ ァ イル " メ ニューは、 次の機能と サブ メ ニュー （ボールド体） から構成されています。

• 新規デバイ ス リ ス ト ...

• デバイ ス リ ス ト のセーブ ...

• デバイ ス リ ス ト を名前を付けて保存する ...

• 開 く （CTRL+O）

• 現在のウ イ ン ド ウ内に開 く ...

• セーブ （CTRL+S）

• 名前を付けて保存 ...

• 閉じ る

• 印刷 （CTRL+P）

• 印刷設定 ...

• ド キ ュ メ ンテーシ ョ ンの作成 ...

• ド キ ュ メ ンテーシ ョ ンのビ ュー ...

• 最近のデバイス リ ス ト

－...
• 最近のフ ァ イル

－...
• 終了

9.1.1 新規デバイス リ ス ト

図 11: " 新規デバイス リ ス ト ..." ダイアログボ ッ クス 

ToF Tool を起動する と、 " 新規デバイス リ ス ト ..." ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが自動的に開き ます。 こ

のダ イ ア ロ グボ ッ ク スは、 次の 4 つのア ク セスポイ ン ト を提供し ます。

• 1 対 1

• スキ ャ ンバス

• デバイ ス リ ス ト を開 く

• デモデバイ ス を見せる
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1 対 1
ポイ ン ト ツーポイ ン ト 接続を使用する と、 選択されたバスがスキ ャ ン され、 最初に検出された

デバイ スへの接続がセ ッ ト ア ッ プ されます。

スキャ ンバス

選択されたバス またはすべてのバス を スキ ャ ン し て、 " デバイ ス リ ス ト " を生成し直し ます。

" デバイ ス リ ス ト " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スでスキ ャ ンするバス を選択し、 こ のボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。 " スキャ ンバス " ダイ ア ロ グボ ッ ク スでは、 選択されたバス を必要に応じ て変更し た り 、

デバイ スア ド レ スの範囲を制限する こ と ができ ます。 このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 バス を ス

キ ャ ン し ます。 スキ ャ ンプロセスが自動的に開始されます。 スキ ャ ン終了後は、 ダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スにスキ ャ ンプロセスの結果が表示されます。 バス上で検出されたデバイ スは自動的に

" デバイ ス リ ス ト " に取 り 込まれます。 このダ イ ア ロ グボ ッ ク スからは、 複数のスキ ャ ンプロセ

ス を連続し て開始でき ます。

デバイス リ ス ト を開 く  

格納されている " デバイ ス リ ス ト " を開 く と、 最後に使用された 10 件分の " デバイ ス リ ス ト "

がク イ ッ ク選択 リ ス ト と し て表示されます。 " デバイ ス リ ス ト " を ロー ドする と、 各デバイ スが

実際にバスに接続されているかど う かを確認するチェ ッ ク が行われます。 " デバイ ス リ ス ト " で

は、 このチェ ッ ク結果がア イ コ ンで示されます。

デモデバイスを見せる

" デモデバイスを見せる " ボタ ンを ク リ ッ クする と、 デモデバイ ス を選択でき ます。

注意 !

接続のセ ッ ト ア ッ プは後で行 う こ と も でき ます。 次の手順に従って く ださい。

• " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、次に " 新規デバイス リ ス ト ..." を ク リ ッ ク し ます。" 新規デバイス リ

ス ト ..." ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

9.1.2 デバイス リ ス ト のセーブ

この機能は、 ア ク テ ィ ブな " デバイ ス リ ス ト " を保存し ます。

9.1.3 デバイス リ ス ト を名前を付けて保存する

この機能は、 新しい " デバイ ス リ ス ト " を保存し ます。

図 12: " デバイス リ ス ト の保存 " ダイアログボ ッ クス
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9.1.4 開 く （CTRL+O）

この機能は、 保存し た " デバイ ス リ ス ト " を開き ます。

図 13: " 開 く " ダイアログボ ッ クス

9.1.5 現在のウイ ン ド ウ内に開 く

注意 !

この機能は " 反射波形 " モード でのみ実行でき ます。 格納されている " 反射波形 " を選択し、 開

く こ と ができ ます。

格納されている " 反射波形 " を開 く 方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " 現在のウ ィ ン ド ウ内に開 く  ..." を ク リ ッ ク し ます。 " 開
く 反射波形エデ ィ ター " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 " 反射波形 " フ ァ イルの格納されている
デ ィ レ ク ト リ を " フ ァ イルの場所 :" コ ンボボ ッ ク スから選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に既存の " 反射波形 " フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。

" 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ と一緒に " パラ メ ータ編集 " が開き ます。 " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウには、

最初に保存された反射波形セ ッ ト が表示されます。

注意 !

" 反射波形 " を ロードする と、 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内のデバイ スデータ （デバイ ス タ イプ、

バージ ョ ン） と フ ァ イル内のデータが一致するかど う かのチェ ッ ク が行われます。 データが一

致し ない と、 警告が表示されます （OK、 キ ャ ンセル）。 "OK" を ク リ ッ クする と、 " 反射波形 "

データ を ロード でき る よ う にな り ます。

オン ラ イ ンモード では、 この と き " 波形読み込み " がア ク テ ィ ブになっている と、 反射波形が

上書き される こ と があ り ます。 これを避けるには、 " 反射 " メ ニューの " 重複し た波形 " をア ク

テ ィ ブにし ます。

図 14: " 開 く 反射波形エデ ィ ター " ダイアログボ ッ クス
22 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ToF Tool メ ニューバー
格納されている " リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル " を開 く 方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " 現在のウ ィ ン ド ウ内に開 く  ..." を ク リ ッ ク し ます。
" 開 く テーブルエデ ィ ター " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 テーブルフ ァ イルの格納されている
デ ィ レ ク ト リ を " フ ァ イルの場所 :" コ ンボボ ッ ク スから選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に既存の " テーブル " フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。

図 15: " 開 く テーブルエデ ィ ター " ダイアログボ ッ クス

格納されている HistoROM フ ァ イルを開 く 方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " 現在のウ ィ ン ド ウ内に開 く  ..." を ク リ ッ ク し ます。
" 開 く HistoROM エデ ィ ター " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 HistoROM フ ァ イルが格納されてい
るデ ィ レ ク ト リ を " フ ァ イルの場所 :" コ ンボボ ッ ク スから選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に既存の HistoROM フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。

図 16: " 開 く HistoROM エデ ィ ター " ダイアログボ ッ クス

9.1.6 セーブ （CTRL+S）

注意 !

この機能は、 " 反射波形 " モード、 " リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル "、 および "HistoROM" で

のみ実行でき ます。 こ の機能を使用する こ と によ り 、 " 反射波形 "、 " リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

テーブル "、 および "HistoROM" フ ァ イルを保存する こ と ができ ます。
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9.1.7 名前を付けて保存

この機能は、 " 反射波形 " モード、 " リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル "、 および "HistoROM" で

のみ実行でき ます。

注意 !

ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウに表示されている反射波形をフ ァ イルに保存でき ます。

" 反射波形 " セ ッ ト を保存する方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " セーブ " を ク リ ッ ク し ます。 " セーブ " ダ イ ア ロ グボ ッ
ク スで、 " 反射波形 " フ ァ イルの保存先デ ィ レ ク ト リ を " 保存する場所 " コ ンボボ ッ ク スか
ら選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に、 保存する " 反射波形 " フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
4. " 反射波形 " の保存先を変えたい場合には、 別のフ ォルダを ク リ ッ クするか、 " 新規フ ォル

ダ " を ク リ ッ ク し ます。 反射波形を保存するには、 " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド にフ ァ イル名
を指定し、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。

注意 !

指定し たフ ァ イル名がすでに存在し ている場合は、 そのフ ァ イルを上書き し て も よいかど う か

を尋ねる メ ッ セージが表示されます。 上書き を認める と、 既存のフ ァ イルは上書き され、 フ ァ

イルの元のデータは失われ復元する こ と はでき ません。 既存のフ ァ イルにデータ を追加する場合

は、 " はい " ボタ ンを ク リ ッ ク し てデータの追加を行います。

" リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル " を保存する方法

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " セーブ " を ク リ ッ ク し ます。 " セーブ " ダ イ ア ロ グボ ッ
ク スで、 テーブルフ ァ イルの保存先デ ィ レ ク ト リ を " 保存する場所 " コ ンボボ ッ ク スから
選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に、 保存する " テーブル " フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
4. " テーブル " の保存先を変えたい場合には、 別のフ ォルダを ク リ ッ クするか、 " 新規フ ォル

ダ " を ク リ ッ ク し ます。 テーブルを保存するには、 " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド にフ ァ イル名
を指定し、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。

HistoROM データ セ ッ ト を保存する方法
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1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " セーブ " を ク リ ッ ク し ます。 " セーブ " ダ イ ア ロ グボ ッ
ク スで、 HistoROM フ ァ イルの保存先デ ィ レ ク ト リ を " 保存する場所 " コ ンボボ ッ ク スから
選択し ます。

2. " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド に、 保存する HistoROM フ ァ イルの名前を指定し ます。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
4. HistoROM の保存先を変えたい場合には、 別のフ ォルダを ク リ ッ クするか、 " 新規フ ォルダ

" を ク リ ッ ク し ます。 HistoROM を保存するには、 " フ ァ イル名 " フ ィ ール ド にフ ァ イル名
を指定し、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。

9.1.8 閉じ る

この機能は、 " パラ メ ータ編集 " を終了させます。
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9.1.9 印刷 （CTRL+P）

この機能は、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで選択されたデバイ スに関する現在のデータ を印刷し ます。 特

定のパラ メ ータ をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と によ り 、 個々の要件に合わせて ド

キ ュ メ ン ト の印刷内容を変更でき ます。

図 17: " 印刷 " ダイアログボ ッ クス
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この機能は、 アク テ ィ ブなデバイス リ ス ト を印刷し ます。

警告 !

印刷プロセス を開始する前に、 データが更新されている こ と を確認し て く ださい。

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " 印刷 " を ク リ ッ ク し ます。  
2. どのデバイ スの ド キ ュ メ ン ト 内容を印刷するか特定し、 リ ス ト の中から選択し ます。

－ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにし て目的のデバイ ス を選択し ま
す。

－ すべてのデバイ スのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにするには、 " すべて加える " ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

－ すべてのチェ ッ ク ボ ッ ク ス を非ア ク テ ィ ブにするには、 " すべて取り除 く " ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

3. 印刷する範囲を選択し ます。
－ パラ メ ータ を印刷するには、 " パラ メ ーター " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
－ " 反射波形 " を印刷するには、 " 反射波形 " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
－ " リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル " を印刷するには、 " テーブル " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア

ク テ ィ ブにし ます。
－ "HistoROM データセ ッ ト " を印刷するには、 "HistoROM/M-Dat" チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア

ク テ ィ ブにし ます。
すべての内容を印刷する場合は、 すべてのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
選択範囲を、 横長または縦長書式のどち らで印刷するかを指定する こ と もでき ます。

4. データにカバーページを付けたい場合には、 " カバー リ ング " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク
テ ィ ブにし ます。
カバーページには、 " オプシ ョ ン " メ ニューの " ユーザーイ ン フ ォ ..." で指定し たユーザー
データが印刷されます。 ユーザーデータ を編集する場合、 または新規データ を入力する場
合は、 " ユーザーイ ン フ ォ ..." ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. " デバイ ス リ ス ト " を印刷するには、 " デバイス リ ス ト " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブに
し ます。 

6. カ ラープ リ ン タに印刷データ を出力する場合は、 " カ ラー印刷 " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク
テ ィ ブにし ます。

7. " コ メ ン ト " 入力ボ ッ ク スには、 短いコ メ ン ト を入力する こ と ができ ます。

9.1.10 印刷設定

この機能は、 プ リ ン タオプシ ョ ンを設定し ます （ご使用のプ リ ン タの説明を参照し て く ださ

い）。
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9.1.11 ド キュ メ ンテーシ ョ ンの作成

この機能を使用する と、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで選択し たデバイ スに関する現在のデータが PDF

フ ォーマ ッ ト で保存されます。 特定のパラ メ ータ をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と に

よ り 、 個々の要件に合わせて印刷する ド キ ュ メ ン ト の内容を変更でき ます。

図 18: " ド キュ メ ンテーシ ョ ンの作成 " ダイアログボ ッ クス

アク テ ィ ブなデバイス リ ス ト データ を PDF フ ォーマ ッ ト で保存する方法

警告 !

印刷プロセス を開始する前に、 データが更新されている こ と を確認し て く ださい。

1. " フ ァ イル " を ク リ ッ ク し、 次に " ド キ ュ メ ンテーシ ョ ンの作成 ..." を ク リ ッ ク し ます。  
2. どのデバイ スの ド キ ュ メ ン ト を生成するかを特定し、 リ ス ト の中から選択し ます。

－ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにし て目的のデバイ ス を選択し ま
す。

－ すべてのデバイ スのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにするには、 " すべて追加 " ボタ ン
を ク リ ッ ク し ます。

－ すべてのデバイ スのチェ ッ ク ボ ッ ク ス を非ア ク テ ィ ブにするには、 " すべて解除 " ボタ
ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 印刷範囲を選択し ます。
－ パラ メ ータ を選択するには、 " パラ メ ーター " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
－ 反射波形を選択するには、 " 反射波形 " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
－ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを選択するには、 " テーブル " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク

テ ィ ブにし ます。
－ HistoROM データ を選択するには、 "HistoROM/M-Dat" チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブに

し ます。
すべての範囲を希望する場合は、 すべてのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。
選択範囲を、 横長または縦長書式のどち らで印刷するかを指定する こ と もでき ます。

4. データにカバーページを付けたい場合には、 " カバー リ ング " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク
テ ィ ブにし ます。 カバーページには、 " オプシ ョ ン " メ ニューの " ユーザーイ ン フ ォ ..." で
指定し たユーザーデータが印刷されます。 ユーザーデータ を編集する場合、 または新規
データ を入力する場合は、 " ユーザーイ ン フ ォ ..." ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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こ こ に会社のロ ゴ またはそれに類するデジ タルデータ を入力する こ と もでき ます。

図 19: " ユーザーイ ン フ ォ ..." ダイアログボ ッ クス

5. デバイ ス リ ス ト を含めるには、 " デバイス リ ス ト " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ま
す。 

6. カ ラープ リ ン タに印刷データ を出力する場合は、 " カ ラー印刷 " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク
テ ィ ブにし ます （こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スは、 すでにデフ ォル ト でア ク テ ィ ブになっていま
す）。

7. " コ メ ン ト " 入力ボ ッ ク スには、 短いコ メ ン ト を入力する こ と ができ ます。

9.1.12 ド キュ メ ンテーシ ョ ンのビ ュー

この機能を使用する と、 PDF フ ォーマ ッ ト で保存されている ド キ ュ メ ン ト をいつでも開けます。 

ド キ ュ メ ン ト を開 く と、 Acrobat Reader が自動的に起動し ます。

図 20: " ド キュ メ ンテーシ ョ ンのビ ュー " ダイアログボ ッ クス
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生成される ド キュ メ ン ト のサンプルページ

① デバイ スの構成、 確認、 承認を行 う ためのさ まざまな署名

② すべてのデバイ スパラ メ ータの リ ス ト

③ 印刷プロセスの前に読み込まれた最後の反射波形と そのパラ メ ータの図

④～⑥ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル、 ダ イ アグ ラ ム、 タ ン ク形状、 およびパラ メ ータの図

① ② ③

④ ⑤ ⑥

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �

� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

� " " � � " � � � � � � # ! " #  ! � $ 
 �

� � � � 
 � 
 �

% � � � � � � � �

� � � � � � � � 
 � $ & ' )

% � � � � � � � �

� � � � � � � � 
 � + + � �

% � � � � � � � �

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �

� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

# " " $ % " $ % & # & $ ( ! & ( & " * , .  

��������	�

0 2 4 6 7 8 9 : < 6 2 6 ? @ A B 9 D E F 2 ,
H � � � � � � I J � J M  " N N N N N N N N N N N N N N N N & 
 
 � P � I 
 I � & Q # R T U V B X 9 [

4 ] ^ 4 F ` b d f h i $
& &

&

j l n o

p q r s I � � P 
 " � " " w
7 F z { ? s I � � P 
 : , | } ~ �
p q � � � s I � � P 
 � �
� � � 6 � F 0 � A � F s I � � P 
 � � � �

� � � s I � � P 
 � � " " " �
� 7 F � � s I � � P 
 # � � ! " �

� � n o

9 [ , | � V � � s I � � P 
 �   ¡ J ¤ ¥ � # # � ¤ ¡
9 [ , | � V � � � � s I � � P 
 # # � " " � ¤

¦ § d ¨ � V � � s I � � P 
 �   ¡ ª , D :
¬ ­ w 6 ® F % � � � � � s I � � P 
 " � " " " w % � � �
± ² � ³ s I � � P 
 � " �

µ ¶ · ¸ s I � � P 
 " � & " " �
µ ¶ · ¸ ¹ s I � � P 
 �   ¡ º »

9 [ , | V ¼ ½ s I � � P 
 f f ¾

¿ À

p q Á Â s I � � P 
 # ! � � Ä Å
� s Æ � Á Â Ç È s I � � P 
 É " � " Ä Å
� s Æ � p q Á Â s I � � P 
 � � � ! Ä Å

Á Â Ê � Ë � � s I � � P 
 �   ¡ º »
Á Â � F Í , Î Ï s I � � P 
 � s ¡ 9 [ , |

Ð Ñ Ó Ô Õ Ö Ø Ù Ú Ü

< Ý D % 9 < , . s I � � P 
 � s ¡ < Ý D Þ , ß , à á
B X 9 [ 4 â , A � F s I � � P 
 ã X ä 9 D

Þ , ß , à á s I � � P 
 w
å , æ D � � � s I � � P 
 � #

< Ý D ç � s I � � P 
 " � " " " �
< Ý D ç � � � s I � � P 
 & � � & $ �

é ê ç � s I � � P 
 " � " " " w
� s Æ � 6 ë , D � � s I � � P 
 & " " � " " " w
é ì í î � � s I � � P 
 ! � " " " �

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �
� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

# " " $ % " $ % & # &  (  $ (  ) * , . 0

����

1 3 5 7 8 : ; = ? 7 3 7 A B C D ; F H J 3 ,
L � � � � � � N P � P S  " T T T T T T T T T T T T T T T T & 
 
 � V � N 
 N � & X # Y Z [ \ D ^ ; _ `

a b c 5 J e f h i j l $ &
&

&

m n o p

q s u v w v v

q s y v w v v

q s z v w v v

q s s v w v v

q s v v w v v

q { v w v v

q | v w v v

q } v w v v

q ~ v w v v

q � v w v v

q u v w v v

q y v w v v

q z v w v v

m � pv w v v v w � v s w v v s w � v z w v v z w � v y w v v y w � v

� � y w v v � �� � v w z � � �

� s w ~ y � � q ~ } w v v n o �

� � � � �

� � � � � � � � � & % &
� � � � � ( & # � " $ � # " " $ &  ( # ! ( ) 0

� � a
� � , 7 e �   ,
¡ � � � � � ¢ £

¤ ¥ ¦ ¨

© « � � ® ° ¥ ± ² ±

³ µ ¶  0 � · ) ¹
³ µ º » & � $ ) # ¡

� � ¢ £  & ½ ¾
¿ � 
 � 
 � � � � � & ! �  ! Á ½ ¾
³ µ Ã £ # ! � # Å a

Æ Ç \ � _ ,

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �

� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

# " " $ % " $ % & # & $ ( ! & (  ) * , . & &

����

0 2 4 6 7 9 : ; = 6 2 6 ? @ A C : E G I 2 ,
K � � � � � � M O � O R  " S S S S S S S S S S S S S S S S & 
 
 � U � M 
 M � & W # X Y Z [ C ] : ^ _

` a b 4 I d e g h i k $ &
&

&

l m o p r t v x y {

4 I 0 } ~ 6 = � E � � � � � � � � � � � �

& " � " " " " � " " "
# " � " " " " � " " "
� " � " " " " � " " "
 " � " " " " � " " "

! " � " " " " � " " "
$ " � " " " " � " " "

� " � " " " " � " " "
) " � " " " " � " " "
� " � " " " " � " " "

& " " � " " " " � " " "
& & " � " " " " � " " "
& # " � " " " " � " " "
& � " � " " " " � " " "
&  " � " " " " � " " "
& ! " � " " " " � " " "
& $ " � " " " " � " " "
& � " � " " " " � " " "
& ) " � " " " " � " " "
& � " � " " " " � " " "

# " " � " " " " � " " "
# & " � " " " " � " " "
# # " � " " " " � " " "
# � " � " " " " � " " "
#  " � " " " " � " " "
# ! " � " " " " � " " "
# $ " � " " " " � " " "
# � " � " " " " � " " "
# ) " � " " " " � " " "
# � " � " " " " � " " "
� " " � " " " " � " " "
� & " � " " " " � " " "
� # " � " " " " � " " "

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �

� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

# " " $ % " $ % & # & $ ( ! & (  ) * , . & #

0 2 4 5 7 9 ; = ? A

" " � ! & & � ! # # � ! C C � !   � ! ! ! � ! $ $ � ! D D � ! ) ) � ! E E � !
"

&

#

C

 

!

$

D

)

E

F H J L M N P Q

R S L M N V Q

� � � � � 	 
 � 
 	 	 � � � �

� � � � � � 	 � 
 � � � � �  � ! "

# " " $ % " $ % & # & $ ( ! & (  ) * , . & 0

�

�

�
� �

�

� � � 


� 


� 
 � � 1 � 3 � 3

� 4 � , 5 , � � � �

� # � # � 6  
! 7 " 8 9 # % 7 � 9 # � # � 6  

& 5 < 7 & " " 8 9 # % 7 � 9 # � 6  
( * 7 + 9 # � 6  
, . 7 0 9 ! � 6  

? < B C " 1
2 4 D 5 E 5 7 7 9 8 4 I J
2 4 D : 7 � K L 7 9 " � 6  
2 4 D 5 E 5 7 < 9 8 4 I J
2 4 D : 7 � K L < 9 " � 6  
N . O > < ? @ 7 Q 9 # � ! 8
30 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ToF Tool メ ニューバー
9.1.13 最近のデバイス リ ス ト

このサブ メ ニューは、 最近の " デバイ ス リ ス ト " の リ ス ト を開き ます。 こ こ では、 異な るデバイ

ス リ ス ト への切 り 替えが可能です。

9.1.14 最近のフ ァ イル

このサブ メ ニューは、 最近のフ ァ イルの リ ス ト を開き ます。 こ こ では、 異なる フ ァ イルへの切 り

替えが可能です。

9.1.15 終了

この機能は、 ToF Tool プロ グ ラ ムを終了させます。

警告 !

プロ グ ラ ムを終了する場合は、 事前に " デバイ ス リ ス ト " および " 反射波形 " のデータ を保存

し てお く 必要があ り ます。 ただし、 このデータが必要ない場合は例外です。

9.2 編集メ ニュー

" 編集 " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• 元に戻す （CTRL+Z）

9.2.1 元に戻す （CTRL+Z）

この機能は、 前に実行し た機能を再度呼び出す場合に使用されます。

9.3 表示メ ニュー

" 表示 " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• デバイ ス リ ス ト

• 構成 メ ニュー

• ツールバー

• ステータ スバー

9.3.1 デバイス リ ス ト

この機能を使用する と、 " デバイス リ ス ト " をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と ができ

ます （16 ページの " デバイ ス リ ス ト " を参照）。

9.3.2 構成メ ニュー

この機能を使用する と、 " ナビゲーシ ョ ンバー " をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と が

でき ます （11 ページの " ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ " を参照）。

9.3.3 ツールバー

この機能を使用する と、 " ツールバー " をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と ができ ます

（9 ページの " ツールバー " を参照）。

9.3.4 ステータ スバー

この機能を使用する と、 " ステータ スバー " をア ク テ ィ ブまたは非ア ク テ ィ ブにする こ と ができ

ます （19 ページの " ステータ スバー " を参照）。
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9.4 デバイス メ ニュー

" デバイス " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• デモデバイ ス を加える

• デモデバイ ス を取る

• スキ ャ ン （F5）

• 接続

• 切断

• ア ド レ スの決定

• パラ メ ータの編集

• ア ッ プロード

• ダウ ン ロード

• プロパテ ィ ー ...

9.4.1 デモデバイスを加える

この機能を使用する と、 デバイ ス リ ス ト にデモデバイ ス を追加でき ます。

図 21: " デモデバイスの追加 " ダイアログボ ッ クス

9.4.2 デモデバイスを取る 

この機能を使用する と、 " デバイ ス リ ス ト " から デバイスを削除でき ます。 

" デバイス リ ス ト " からデバイスを削除する方法

1. " デバイ ス リ ス ト " でデバイ ス を選択し ます。
2. " デバイス " メ ニューの " デモデバイスを取る " を ク リ ッ ク し ます。 該当するデバイ スは削

除され、 デバイ ス リ ス ト から消えます。
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9.4.3 スキャ ン （F5）

この機能を使用する と、 新しいデバイ スに対するバスを スキ ャ ンでき ます。

図 22: " スキャ ン " ダイアログボ ッ クス

新しいデバイスのバスをスキャ ンする方法

1. " デバイ ス リ ス ト " のあ る ウ ィ ン ド ウ上で右ク リ ッ ク し ます。
これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き ます。 " スキャ ン " を ク リ ッ ク し ます。
" バススキャ ン " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに検索基準を入力でき る よ う にな り ます。

2. " バス " コ ンボボ ッ ク スから必要なバス を選択し ます。 " ス ター ト ア ド レス " と " エン ド ア
ド レス " に値を入力し て、 検索範囲を設定し ます。

3. " スキャ ン開始 " ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 検索を開始し ます。 該当するすべてのデバイ スが
リ ス ト に表示され、 " デバイ ス リ ス ト " に取 り 込まれます。

9.4.4 接続

この機能は、 デバイ スへの接続をセ ッ ト ア ッ プし ます。

デバイスへの接続のセ ッ ト ア ッ プ方法

• デバイ ス を右ク リ ッ ク し ます。 これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き ます。 " 接続 " オ

プシ ョ ンを起動し ます。 接続のセ ッ ト ア ッ プ時には、 デバイ ス、 ア ド レ スおよび接続セ ッ ト

ア ッ プのステータ ス をア イ コ ンで示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます （17 ページを参

照）。

9.4.5 切断

この機能は、 デバイ スの接続を切断し ます。

デバイスの接続切断の方法

• デバイ ス を右ク リ ッ ク し ます。 これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き ます。 " 切断 " オ

プシ ョ ンを起動し ます。 デバイ ス と の接続が終了し ます。 このステータ スはア イ コ ンで表示さ

れます （17 ページを参照）。
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9.4.6 ア ド レスの決定

この機能は、 デバイ スのア ド レ ス を設定し ます。

9.4.7 パラ メ ータの編集

この機能を使用する と、 最後に編集し たパラ メ ータに戻る こ と ができ ます。

9.4.8 ア ッ プロー ド

この機能を使用する と、 デバイ スからすべての設定パラ メ ータ と反射波形を ロード し、

ToF Tool に保存する こ と ができ ます。

図 23: " ア ッ プロー ド " ダイアログボ ッ クス

デバイスからデバイスデータ をア ッ プロー ド する方法

1. " デバイ ス リ ス ト " において、 設定データ を ロー ドするデバイ ス を選択し ます。
2. " デバイス " メ ニューの " ア ッ プロー ド " を ク リ ッ クするか、 デバイ ス を右ク リ ッ ク し ま

す。 これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き ます。 " ア ッ プロー ド " オプシ ョ ンを選
択し ます。

3. " ア ッ プロー ド " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの " フ ァ イル名 " にフ ァ イル名を入力し ます。 " フ ァ
イルの種類 " 入力フ ィ ール ド で、 " ア ッ プロー ド フ ァ イル " を選択し ます。 ア ッ プロード
フ ァ イルには、 ".UPL" と い う 拡張子が自動的に付け られます。

4. " 保存 " ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 データ を保存し ます。 

プロ グレ スバーにデータ伝送ステータ スが表示されます。
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9.4.9 ダウンロー ド

ToF Tool に保存されているパラ メ ータのすべてまたは一部をデバイ スにロードする こ と ができ

ます。

図 24: " ダウンロー ド " ダイアログボ ッ クス

ToF Tool から設定パラ メ ータ をデバイスへダウンロー ド する方法

1. " デバイ ス リ ス ト " において、 設定データ を ロードするデバイ ス を選択し ます。
2. " デバイス " メ ニューの " ダウンロー ド " を ク リ ッ クするか、 デバイ ス を右ク リ ッ ク し ま

す。 これによ り 、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューが開き ます。 " ダウンロー ド " オプシ ョ ンを選
択し ます。

3. " ダウンロー ド " ダ イ ア ロ グにフ ォルダ と フ ァ イル名を入力し ます。 
4. 一部をダウ ン ロードする場合に限 り 、 " 選択されたダウンロー ド " チェ ッ ク ボ ッ ク ス をア

ク テ ィ ブにし ます。
5. 一部をダウ ン ロードする場合は、 " セクシ ョ ン " リ ス ト から ダウ ン ロード グループを選択

し ます。 これが、 デバイ スに伝送する グループ と な り ます。 
6. " ダウンロー ド " ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 伝送を開始し ます。

データ伝送ステータ スがプロ グレ スバーに表示されます。

注意 !

リ ス ト 内に表示されるダウ ン ロード グループは、 " デバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ン " に定義されて

いる ものであ るため、 デバイ ス とデバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ン内容によ って異な り ます。 ダウ ン

ロード において一度に選択可能なダウ ン ロード グループは 1 つだけです。

図 25: " ダウンロー ド " ダイアログボ ッ クス

9.4.10 プロパテ ィ ー

この機能は、 デバイ スプロパテ ィ を表示し ます （デバイ ス タ イプ、 バージ ョ ン、 バス、 ア ド レ

スおよびシ リ アルナンバー）。
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図 26: " プロパテ ィ ー ..." ダイアログボ ッ クス
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9.5 オプシ ョ ン メ ニュー

" オプシ ョ ン " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• 設定 ...

• ユーザーイ ンフ ォ ...

• ロ グのビ ュー ...

• モデムア ド レ ス

• ダ イ アルア ッ プ

9.5.1 設定

シ リ アル接続のための設定

ToF Tool イ ン ス ト ール時にシ リ アル接続に割 り 当て られた通信プロ ト コル （IPC、 HART） は、

ToF Tool で変更でき ます。

図 27: " 設定 ..." ダイアログボ ッ クス

シ リ アル接続の割り当てを変更する方法

1. " オプシ ョ ン " メ ニューの " 設定 ..." を ク リ ッ ク し ます。
2. " 設定 ..." ダ イ ア ロ グで、 シ リ アル接続を割 り 当てるバス を " サービス /HART" リ ス ト から

選択し ます。
3. "COM ポー ト " コ ンボボ ッ ク スから シ リ アル接続を選択し ます。

さ らに、 プ リ アンブル番号やマス タータ イプなどパラ メ ータ を設定する こ と もでき ます。
4. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
5. ToF Tool を再起動し ます。
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PROFIBUS イ ン ターフ ェ イス DPV1 の設定
"DPV1" コ ンボボ ッ ク スでは PROFIBUS イ ン ターフ ェ イ ス DPV1 をセ ッ ト ア ッ プでき ます。

図 28: " 設定 /DPV1" ダイアログボ ッ クス

ToF Tool 言語

ToF Tool のイ ン ス ト ール時に選択された言語設定は、 ToF Tool で変更でき ます。

図 29: " 設定 / 言語 " ダイアログボ ッ クス
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ToF Tool 言語の変更方法

1. " オプシ ョ ン " メ ニューの " 設定 ..." を ク リ ッ ク し ます。
2. " 設定 ..." ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの " 言語 " コ ンボボ ッ ク スで、 ToF Tool の言語を選択し ま

す。
3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。
4. ToF Tool を再起動し ます。

注意 !

イ ン ス ト ール時に選択されたすべての言語が " 言語 " コ ンボボ ッ ク スに表示されます。 使用し た

い ToF Tool 言語がコ ンボボ ッ ク スに表示されていない場合は、 その言語を イ ン ス ト ールする こ

と ができ ます （ToF Tool の 『イ ン ス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい）。

ログ

" ログ " コ ンボボ ッ ク スでは、 ロ グフ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プでき ます。

図 30: " 設定 / ログ " ダイアログボ ッ クス
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デ ィ レ ク ト リー
" デ ィ レ ク ト リー " コ ンボボ ッ ク スでは、 ToF Tool フ ァ イルのパス をセ ッ ト ア ッ プでき ます。

図 31: " 設定 / デ ィ レ ク ト リー " ダイアログボ ッ クス
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9.5.2 ユーザーイ ン フ ォ

この機能を使用する と、 ユーザーの情報 （会社、 ユーザー、 ア ド レ スなど） を入力でき ます。

図 32: " ユーザーイ ン フ ォ ..." ダイアログボ ッ クス

9.5.3 ログのビ ュー

この機能を使用する と、 ロ グフ ァ イルを表示でき ます。

図 33: " ログのビ ュー " ダイアログボ ッ クス
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9.5.4 モデムア ド レス

この機能を使用する と、 モデム接続をセ ッ ト ア ッ プでき ます。

図 34: " モデムア ド レス " ダイアログボ ッ クス

図 35: Friesia モデムを介し た接続

オーダ リ ング イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン : アナロ グ HART モデム （タ イプ : HMA02） を注文する場合

は、 次の Friesia の電子 メ ールア ド レ スにア ク セス し て く ださ い。 friesia@t-online.com

-

+
ToFTool - 

FieldTool 

Package

Insys Pocket 336 
HMA 02
Friesia

標準モデム
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9.5.5 ダイアルア ッ プ

この機能を使用する と、 セ ッ ト ア ッ プ されたモデム接続をダ イ アルア ッ プでき ます。

図 36: " ダイアルア ッ プ " ダイアログボ ッ クス
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9.6 パラ メ ータ メ ニュー

" パラ メ ータ " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• 履歴を戻す

• 履歴を進める

9.6.1 履歴を戻す

この機能を使用する と、 " パラ メ ータ " ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス をページ単位で前に戻すこ と ができ

ます。 これ と同じ機能は、 " パラ メ ータ " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの下部にあ るバー内のボタ ンを ク

リ ッ ク し て実行する こ と も でき ます。

9.6.2 履歴を進める

この機能を使用する と、 " パラ メ ータ " ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス をページ単位で先へ進ませる こ と が

でき ます。

これ と同じ機能は、 " パラ メ ータ " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの下部にあ るバー内のボタ ンを ク リ ッ ク

し て実行する こ と も でき ます。

9.6.3 パラ メ ータヘ ッ ダーの編集

この機能を使用する と、 パラ メ ータ編集ビ ュー内の見出しの " ヘッ ダー領域 " に常時表示させ

ておきたいデバイ スパラ メ ータ を指定でき ます。 さ らに、 見出しには、 " 重要なパラ メ ータ " と

し て ロ ッ ク状態を別個に表示する こ と も でき ます。

図 37: 見出しのデバイスパラ メ ータ表示

ヘ ッ ダーパラ メ ータ重要なパラ メ ータ
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ヘ ッ ダー領域にデバイスパラ メ ータ を追加する方法

1. デ ィ レ ク ト リ 構造においてデバイ スパラ メ ータ を ク リ ッ ク し て選択し ます。
2. ">" ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このパラ メ ータ をピ ッ ク リ ス ト にコ ピーし ます。
3. ピ ッ ク リ ス ト に リ ス ト されているパラ メ ータは、 パラ メ ータ編集ビ ューの " ヘッ ダー領域

" に常時表示されます （図 37 を参照）。 こ の設定は、 FMR、 FMU、 FMP などのデバイ ス タ
イプご と に ToF Tool に保存されます。 プロ グ ラ ムを起動するたびに、 この情報は、 デバイ
ス リ ス ト から選択されたデバイ スの構成に利用でき る よ う にな り ます。

注意 !

" ヘッ ダーパラ メ ータの選択 " ダイ ア ロ グボ ッ ク スで行った設定の内容は、 FMR、 FMU、 FMP

などのデバイ ス タ イプご と に ToF Tool に保存されます。 ToF Tool を起動するたびに、 この情報

は、 デバイ ス リ ス ト から選択されたデバイ スの構成に利用でき る よ う にな り 、 ヘッ ダー領域に

表示されます。

ヘ ッ ダー領域からデバイスパラ メ ータ を削除する方法

1. デ ィ レ ク ト リ 構造においてデバイ スパラ メ ータ を ク リ ッ ク し、 ピ ッ ク リ ス ト から選択し ま
す。 複数のパラ メ ータ を選択するには、 CTRL キーを押し たま ま ク リ ッ ク し ます。

2. "<" ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このパラ メ ータ をピ ッ ク リ ス ト から削除し ます。

注意 !

" デフ ォル ト " ボタ ンを使用すれば、 ピ ッ ク リ ス ト を測定値、 電流出力値、 および測定距離に リ

セ ッ ト でき ます。

重要なパラ メ ータ

ロ ッ ク状態 （溢れ出し保護や リ リ ース コード など） は、 見出し内の " 重要なパラ メ ータ " と し

て別個に表示する こ と も でき ます。 許可されたパラ メ ータ限って、 ">" ボタ ンを ク リ ッ クするに

よ って選択ウ ィ ン ド ウへコ ピーでき ます。 こ う し たパラ メ ータ も、 "<" ボタ ンを ク リ ッ クする こ

と によ って削除でき ます。
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9.7 テーブルメ ニュー

注意 !

" テーブル " ウ ィ ン ド ウがア ク テ ィ ブになっている と き、 " テーブル " メ ニューは、 メ ニュー

バーの メ イ ン メ ニューに組み込まれます。

この メ ニューを使用する と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを作成、 編集、 イ ンポー ト および

エキスポー ト でき ます。

" テーブル " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• 行の挿入 （Ins）

• 選択された行を取 り 除 く （Del）

• 選択された行のク リ アー

• すべての行のク リ アー

• セルの編集 （F2）

• エキスポー ト

• イ ンポー ト

• テーブルを見せる

• QH プロ グ ラ ムの起動

9.7.1 リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブルダイアログウ ィ ン ド ウ

" リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル " ウ ィ ン ド ウは次の機能から構成されています。

• ボタ ン付き テーブル : 読み込み / 書き込み

• ボ リ ュームユニ ッ ト の入力フ ィ ール ド

• 計測器の名前と タ イプを示すフ ッ ター、 タ グ番号、 ステー ト

• ダ イ アグ ラ ム （図 40 を参照）

図 38: Dialogfenster - Linearisierungstabelle: Diagramm
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または、 次の要素から構成されます。

• ボタ ン付き テーブル : 読む / 書き込む

• ボ リ ュームユニ ッ ト の入力フ ィ ール ド

• 計測器の名前と タ イプを示すフ ッ ター、 タ グ番号、 ステー ト

• タ ン ク の形状の選択および計算フ ォーム （図 41 を参照）

図 39: Dialogfenster - Linearisierungstabelle: Tank

タ ン ク形状の編集方法

1. 選択ウ ィ ン ド ウから タ ン ク形状を選択し、 該当する寸法を入力し ます。
2. 選択ウ ィ ン ド ウからユーザー単位を選択し ます。
3. " テーブル計算 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
4. 次に " 書き込む " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

計算結果が自動的に表に転送されます。

リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブルを読み書きする方法

1. 計器から テーブルエデ ィ タへ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを読み込むには、 " 読む " ボ
タ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. テーブルエデ ィ タから計器へ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを書き込むには、 " 書き込む "
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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テーブルツールバー
テーブルツールバーは、 次のア イ コ ンから構成されています。

9.7.2 リ ニアラ イゼーシ ョ ン - 圧力デバイス

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは、 非線形レベル測定にのみ使用されます。 こ のため、 テーブル

の構成は、 （線形のレベル測定モード であ る " レベルモード " ではな く ） " レベル " 測定モード

についてのみ行えます。

圧力デバイスのリ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブルをアク テ ィ ブにする方法

1. " 測定モー ド " 機能の場合は、 " レベル " パラ メ ータ を選択し ます。

図 40: ダイアログウ ィ ン ド ウ - パラ メ ータ

アイ コ ン 意味

" テーブルのエキスポー ト " ボ タ ン

" テーブルのイ ンポー ト " ボ タ ン

" テーブルの表示 " ボ タ ン
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2. " レベルモー ド " 機能の場合は、 " 圧力リ ニアラ イズ " または " レベルリ ニアラ イズ " パラ
メ ータ を選択し ます。 .

図 41: ダイアログウ ィ ン ド ウ - パラ メ ータ

3. これで、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルおよび各種タ ン ク形状 （" レベル リ ニア ラ イ ズ "
パラ メ ータのみ） を編集でき る よ う にな り ます。

9.7.3 行の挿入 （Ins）

この機能を使用する と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに行を挿入でき ます。

9.7.4 選択された行を取り除 く

この機能を使用する と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルで強調表示されている行を削除でき ま

す。 マウ ス を使用し て複数の行を選択し、 DEL キーを押し て該当する複数の行を削除する こ と

ができ ます。

9.7.5 選択された行のク リ アー

この機能を使用する と、 選択された行の内容を ク リ アーする こ と ができ ます。

9.7.6 すべての行のク リ アー

この機能を使用する と、 すべての行を ク リ アーする こ と ができ ます。

9.7.7 セルの編集 （F2）

この機能を使用する と、 セルを編集でき ます。 目的のセルをダブルク リ ッ クする こ と によ り 、 特

定のセルを編集する こ と も でき ます。
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9.7.8 エキスポー ト

この機能を使用する と、 デバイ スから リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを保存でき ます。

図 42: " エキスポー ト " ダイアログボ ッ クス

9.7.9 イ ンポー ト

この機能を使用する と、 デバイ スから リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを ロード でき ます。

警告 !

テーブルを イ ンポー ト し て も、 テーブルはまだ計器内に表示されません。 こ の機能をテーブルエ

デ ィ タから計器へ書き込むには、 " リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル " ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウの

" 書き込む " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます （46 ページを参照）。

図 43: " エキスポー ト " ダイアログボ ッ クス

9.7.10 テーブルを見せる

この機能によ り 、 テーブルのオン ・ オフ切 り 替えが可能です。 テーブルがオフに切 り 替え られ

る と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンダ イ アグ ラ ムだけが表示されます。
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9.7.11 QH プログラムの起動

この機能を使用する と、 QH プロ グ ラ ムを実行でき ます。 QH プロ グ ラ ムは、 堰およびフ リ ュー

ムの QH 曲線を計算するために使用されます。

注意 !

QH プロ グ ラ ムはツールバーの "QH" ボタ ンを押すこ と によ って直接起動させる こ と もでき ま

す。

注意 !

QH プロ グ ラ ムは、 コ ンピ ュータに Excel （バージ ョ ン 97 以上） がイ ン ス ト ールされている場合

にのみ起動でき ます。

注意 !

QH プロ グ ラ ムには、 Excel のマ ク ロが含まれます。 し たがって、 起動時には警告 メ ッ セージが

表示されため、 " マク ロを有効にする " を ク リ ッ ク し て実行の確認を行 う 必要があ り ます。

QH プログラムのユーザーイ ン ターフ ェ イス

QH プロ グ ラ ムのユーザーイ ン ターフ ェ イ スは次の要素によ って構成されています。

• データ シー ト

選択された堰、 またはフ リ ュームのすべてのパラ メ ータが QH カーブ と と もに表示されてい

ます。

• 操作ボタ ン

それぞれの操作手順は、 以下の各セ ク シ ョ ンで説明し ます。
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言語の選択

1. フ ォームの右側にあ る "Select language" （右下図参照） ボタ ンを押し ます。
2. 希望言語をチェ ッ ク し ます。

3. 選択し た言語を確認し、 "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し て入力ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。
フ ォーム と操作ボタ ンが選択し た言語で表示されます。

ヘ ッ ダーデータの入力

1. フ ォームの右側にあ る "Header data" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
2. データ を入力し ます。 フ ィ ール ド の移動にはタブを使用し て く ださ い。

3. 入力し たデータ を確認し、 "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し て入力ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。
入力されたデータはフ ォームのヘッ ダーフ ィ ール ド に表示されます。
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アプ リ ケーシ ョ ンの選択

1. フ ォームの右側にあ る "New application" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
2. 希望する アプ リ ケーシ ョ ンを選択し ます。

3. 選択内容を確認し "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
次の入力画面 " パラ メ ータの入力 " が自動的に現れ、 アプ リ ケーシ ョ ンに固有なパラ メ ータの

入力を求めるプロ ンプ ト が表示されます。 こ の入力画面は、 "Modify application" ボタ ンを ク リ ッ

クする こ と によ って直接呼び出すこ と も でき ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの変更

1. "Modify application" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
2. 堰またはフ リ ュームについてアプ リ ケーシ ョ ンに固有なパラ メ ータ を入力し ます。

－ " 計算に必要な入力 " と表示されている各フ ィ ール ド は入力必須項目のため、 すべて入
力し て く ださい。

－ " 情報の為の入力 " と表示されている フ ィ ール ド は計算には使用されませんので、 入力
し な く て も問題はあ り ません。

－ " 関係 " のフ ィ ール ド は測定を最適な状態で行 う ための条件を指定する ものです。 入力
されたデータがこれらの条件に合わない場合には QH 曲線も計算されます。

3. 入力内容を確認し "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し て入力画面を終了し て く ださい。
－ 入力されたパラ メ ータは、 フ ォーム内の各該当フ ィ ール ド に取 り 込まれ、 表示されま

す。
－ 堰またはフ リ ュームの QH 曲線が計算され、 フ ォーム上に表と ダ イ アグ ラ ムで表示され

ます。
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テーブルの保存

1. フ ォームの右側にあ る "Save table" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
2. QH 曲線を使用し たいデバイ ス をチェ ッ ク し ます。

－ プロ ソ ニ ッ ク T:11 ポイ ン ト
－ プロ ソ ニ ッ ク M/S:32 ポイ ン ト

3. 選択内容を確認し "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " 名前を付けて保存 " が自動的に開き ま
す。

4. 保存し たいデ ィ レ ク ト リ に表を保存し ます。

テーブルのロー ド

1. QH プロ グ ラ ムを閉じ ます。
2. " リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル " ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ を （ナビゲーシ ョ ンバーの " リ

ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル " ボタ ンを ク リ ッ ク し て） 開き ます。
3. テーブルエデ ィ タに新しい リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを ロードするには、 " テーブル "

メ ニューの " イ ンポー ト " 機能を使用し ます （50 ページを参照）。
4. デバイ スにテーブルを書き込むには、 " リ ニアラ イゼーシ ョ ンテーブル " ダ イ ア ロ グ ウ ィ

ン ド ウの " 書き込む " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます （46 ページを参照）。
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9.8 反射波形メ ニュー

注意 !

" 反射波形 " ウ ィ ン ド ウがア ク テ ィ ブになっている と き、 " 反射波形 " メ ニューは、 メ イ ン メ

ニューの メ ニューバーにも表示されます。

" 反射波形 " メ ニューは、 次の機能と サブ メ ニュー （ボールド体） から構成されています。

• 波形読み込み

• 循環読み込み

• TDT を読み込む

• 読み込み終了

• 読み込み設定 ...

• 循環読み込み設定 ...

• 読み込みレ ンジの リ セ ッ ト

• パラ メ ータ リ ス ト の リ セ ッ ト

• 重複し た波形

• 再生

－選択された波形 ...
－フ ォ ワード
－フ ァース ト フ ォ ワード
－ リ バース
－フ ァース ト リ バース
－ス ト ッ プ
－ス ト ッ プ （ポーズ）

• デ ィ スプレー

－プロ ッ ト デ ィ スプレーのク リ アー
－ズーム と グ リ ッ ド セ ッ テ ィ ング ...
－ズームエ リ アの リ セ ッ ト
－ズームを元に戻す
－最初の反射波形
－最後の反射波形
－次の反射波形
－一つ前の反射波形

• エキス ト ラ ク ト ...

• フ ァ イルのエキスポー ト ...

• TDT をア ッ プロード フ ァ イルから イ ンポー ト ...

• TDT をア ッ プロード フ ァ イルにエキスポー ト ...

• メ モ ...

• ア イデ ィ アルエコーを ロードする

• ア イデ ィ アルエコーをピーク に移動

• カーソルの配置

－カーソル 1
－カーソル 2
－カーソル下波形の編集 （Ctrl+E）
－フ リ ー
－反射波形
－TDT
－FAC
－ア イデ ィ アルエコー

• レ イアウ ト

－すべて
－ダ イ アグ ラ ム
－ダ イ アグ ラ ム + パラ メ ーター
－ダ イ アグ ラ ム + イ ンフ ォ
－パラ メ ーター
－パラ メ ーター + イ ンフ ォ
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9.8.1 反射波形ウ ィ ン ド ウの構成要素

図 44: " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ

" 反射波形 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウは、 次の要素から構成されています。

• 反射波形ツールバー

• ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ

• パラ メ ーター リ ス ト

• 反射波形 リ ス ト

• カーソルのデーター

• デバイ スデーター

• 波形データー

• メ モ

反射波形ツールバー

" 反射波形ツールバー " には、 保存済み反射波形をナビゲー ト する ためのア イ コ ンが登録されて

お り 、 これらのア イ コ ンを使用する こ と で、 コマン ド に素早 く ア ク セスでき ます。

" 反射波形ツールバー " は、 次のア イ コ ンから構成されています。

反射波形ツールバー ダイアグラムウ ィ ン ド ウ パラ メ ータ リ ス ト

カーソルのデータ
デバイスデータ :

メ モ 反射波形

反射波形リ ス ト

デバイスの状態など
( 現在のエラー メ ッ セージ ) データ :
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アイ コ ン 意味

" 最初 " ボ タ ンは、 最初に保存された " 反射波形フ ァ イル " に進みます。

" 一つ前 " ボタ ンは、 1 つ前の " 反射波形フ ァ イル " に戻 り ます。 前のレ コード が存在し

ている場合にのみ有効です。

" 次の反射波形 " ボタ ンは、 次の " 反射波形フ ァ イル " に進みます。 次のレ コード が存在

し ている場合にのみ有効です。

" 最後 " ボ タ ンは、 最後の " 反射波形フ ァ イル " に進みます。

" 読み込み " ボ タ ンは、 現在の反射波形を記録し ます。

" 読み込み " ボ タ ンは、 " オン ラ イ ンデバイ ス " に次の " 反射波形フ ァ イル " を要求し ま

す。

" 読み込みのキャ ンセル " は " 反射波形 " の転送を取 り 消し ます。 すでに転送されている

データは破棄されます。

" 読み込み設定 " ボタ ンを ク リ ッ クする と、 " 反射波形 " の読み込みオプシ ョ ンを編集す

る ためのダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

" 循環読み込み " ボタ ンは、 次の " 反射波形フ ァ イル " の要求をあ らかじめ定義されて

いる間隔で循環的に実行し ます。

" 循環読み込み設定 " ボ タ ンを ク リ ッ クする と 、 " 循環読み込み " の設定を行 う ためのダ

イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

" ズームリ セ ッ ト " ボ タ ンは、 ズーム領域を標準設定に リ セ ッ ト し ます。

" 読み込みリ セ ッ ト " ボ タ ンは、 読み込み範囲を標準設定に リ セ ッ ト し ます。

" ズームを元に戻す " ボ タ ンは、 ズーム領域を 1 ステ ッ プずつ リ セ ッ ト し ます。

" 再生 " ボ タ ンを ク リ ッ クする と 、 保存されている " 反射波形 " データの表示基準を入

力する ためのダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

" 再生速巻き戻し " は、 記録されている先頭の波形にジ ャ ンプし て戻 り ます。

" 巻き戻し " ボ タ ンは、 記録されている反射波形を逆方向に順番に表示し ます。

" 再生停止 " ボ タ ンは、 再生を終了させます。 記録された波形を再度表示するには、 " 再

生 " を ク リ ッ ク し ます。

" 再生一時停止 " は、 再生を中止し ます。 選択されている方向での表示を継続するには、

このボタ ンを再度ク リ ッ ク し ます。

" 再生 " ボ タ ンは、 記録されている反射波形を順方向に表示し ます。

" 再生早送り " ボ タ ンは、 記録されている最後の反射波形へジ ャ ンプし て進みます。
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ダイアグラムウ ィ ン ド ウ
反射波形は、 " ダ イ アグ ラ ム " ウ ィ ン ド ウに表示されます。 目盛 り は、 左側と下部に表示されま

す。 目盛 り の最大値と最小値は、 デバイ スデス ク リ プシ ョ ンによ って決定されるため、 デバイ

ス とデバイ スデス ク リ プシ ョ ンによ って左右されます。 描かれた反射波形の下には、 次の値が表

示されています。

• 空距離

• 満タ ン距離

反射波形は、 カーソルを使用し て計測でき ます。 カーソル位置の値が " カーソルのデーター "

ウ ィ ン ド ウに表示されます。 表示された反射波形は、 表示または非表示 とする こ と ができ ます。 

複数の " 反射波形セ ッ ト " を重ね合わせる こ と も でき ます。

パラ メ ーターリ ス ト

" パラ メ ーター リ ス ト " は " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウの右側にあ り ます。 " パラ メ ーター リ ス ト "

はデバイ スデス ク リ プシ ョ ンを も と に自動的に生成されるため、 その内容はデバイ ス とデバイ

スデス ク リ プシ ョ ンによ って異な り ます。 " 反射波形 " フ ァ イルの読み込みを実行する と、 現在

のパラ メ ータ値が読み込まれ表示されます （" オン ラ イ ン " モード で）。 " オフ ラ イ ン " モード で

は、 保存されているデータが表示されます。

波形リ ス ト

" 波形 リ ス ト " には、 編集可能な反射波形が表示されます。 こ の リ ス ト を使用し て、 伝送の対象

とする反射波形を選択し て く ださい。 デバイ スからの " 読み込み " が要求される と、 選択された

反射波形が伝送されます。

グ ラ フ ィ ッ ク の操作を扱いやす く するために、 反射波形のオン ・ オフ切 り 替えが可能です。

警告 !

非ア ク テ ィ ブにし た反射波形は、 次の " 読み込み " 要求でも う 読み込むこ と ができ ません。

読み込んで表示し たい反射波形のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにし ます。 読み込みも表示も し

た く ない反射波形のチェ ッ ク ボ ッ ク スは非ア ク テ ィ ブにし ます。

カーソルのデーター

カーソル位置のデーターは、 このフ ィ ール ド に表示されます。

• カーソル 1: X および Y 値

• カーソル 2: X および Y 値

• 差 : カーソル 2 と カーソル 1 の差

• 距離 :

デバイスデーター

保存されたデバイ スデーターは、 このダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウに表示されます。

• デバイ ス名 :

• タ グ名 :

• シ リ アル No.:

注意 !

このウ ィ ン ド ウは、 情報を表示するためだけのものです。 
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波形データー
このダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウには、 次の情報が表示されます。

• 保存されている反射波形の数と表示されている波形の数

• 表示されている波形が作成された日付と時刻

• 残 り 時間

注意 !

このダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウは、 情報を表示するためだけのものです。 

メ モ ...

メ モは、 反射波形フ ァ イルに追加し て、 反射波形と と もに保存する こ と ができ ます。

メ モを入力する方法

1. " 反射波形 " ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウの右側のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ン ド ウが開き、
メ モを入力でき る よ う にな り ます。

2. "OK" を ク リ ッ ク し ます。 メ モが受け入れられます。

メ モ と と もに保存されている反射波形を ロードする と、 メ モが自動的に表示されます。
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9.9 反射波形ウ ィ ン ド ウ

図 45: " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ

" オン ラ イ ン " モー ド で " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウを開 く 方法

1. " デバイ ス リ ス ト " または " タ グ " ビ ュー内のエン ト リ をダブルク リ ッ ク し ます。 " パラ
メ ータ編集 " が開き ます。

2. " ナビゲーシ ョ ンバー " の " 反射波形 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 " 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ
が開き ます。 " 読み込み " パラ メ ータのデフ ォル ト 値を定義する ために、 空の値がバッ ク
グ ラ ウ ン ド に読み込まれます。 X 軸の値は、 与え られた値を も と に次のよ う に設定されま
す。
Xmin= 0
Xmax= 空値 + 20%
Xdelta= 空値 / (maxCurveLen / 10)

" オン ラ イ ン " モー ド で " 反射波形 " ダイアログウ ィ ン ド ウを開 く 方法 （保存された反射波形を

ロー ド するには :

1. " フ ァ イル " メ ニューの " 開 く " を ク リ ッ ク し ます。
2. " 開 く " ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス内の " フ ァ イルの場所 " シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから反射波形

" フ ァ イル " のあ るデ ィ レ ク ト リ を選択し、 フ ァ イル名ボ ッ ク スに既存の反射波形フ ァ イ
ルの名前を入力し、 フ ァ イル名ボ ッ ク スに既存の反射波形フ ァ イルの名前を入力し ます。 

3. "OK" を ク リ ッ ク し ます。

" 反射波形 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウ と と もに " パラ メ ータ編集 " が開き ます。 " 反射波形 " ウ ィ

ン ド ウには、 最初に保存された波形セ ッ ト が表示されます。
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9.9.1 波形読み込み

この機能を使用する と、 オン ラ イ ンデバイ スから次の反射波形フ ァ イルを要求でき ます。

9.9.2 循環読み込み

この機能は、 あ らかじめ定義された間隔で、 次の反射波形フ ァ イルに対し て循環的な要求を実

行し ます。

9.9.3 TDT を読み込む

この機能は、 オン ラ イ ンデバイ スから TDT を読み込んで表示し ます。

9.9.4 読み込み終了

この機能は、 読み込みを終了させます。

9.9.5 読み込み設定

図 46: " 読み込み設定 ..." ダイアログボ ッ クス

この機能を使用する と、 反射波形用の読み込みオプシ ョ ンを変更でき ます。

反射波形の読み込み設定の変更方法

1. " 反射波形 " メ ニューの " 読み込み設定 " を ク リ ッ クするか、 ツールバー内の " 読み込み設
定 " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. " レンジ " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに開始値 と終了値を入力し ます。
3. ス ラ イ ド バーを使用し て、 読み込みデータポイ ン ト の数を設定し ます。
4. 反射波形または FAC （Floating Average Curve） のいずれか一方を読み込むか、 それ と も両

方を読み込むかは、 該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブにする こ と によ って指定でき
ます。

5. 設定し た内容でよければ、 "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
設定内容を読み込むには、 " 今すぐ読み込む " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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表示領域内の値は、 反射波形のセグ メ ン ト と、 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウの X 軸の外観を定義し

ます。

読み込みデータポイ ン ト の数は、 ス ラ イ ド バーの位置によ って決ま り ます。 ス ラ イ ド バーの位置

によ って、 読み込まれるデータポイ ン ト の数は次のよ う にな り ます。

高 = 100% の位置に移動させる と、 最大データポイ ン ト 数が読み込まれます。 読み込まれる数は、

デバイ ス と それに対応するデバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンによ って決ま り ます。

中 = 50% は、 最大データポイ ン ト 数の 10% が読み込まれる こ と を意味し ます。

低 = 0% は、 最大データポイ ン ト 数の 1% が読み込まれる こ と を意味し ます。

中間のポイ ン ト は、 指数関数で計算されます。

Y 解像度は、 次のよ う に設定されています。

ス ラ イ ド バー <= 50% : 6 ビ ッ ト 分解能

ス ラ イ ド バー >= 50% : 8 ビ ッ ト 分解能 

9.9.6 循環読み込み設定

図 47: " 循環読み込み設定 ..." ダイアログボ ッ クス

この機能を使用する と、 反射波形を循環的に読み込むためのオプシ ョ ンを変更でき ます。

" 循環読み込み " 用の反射波形読み込みパラ メ ータ を変更する方法

1. 反射波形の循環的な読み込みおよび保存に使用するサイ クルタ イ ム、 イベン ト 、 オペレー
シ ョ ンを、 " 循環読み込み設定 ..." ダイ ア ロ グボ ッ ク スで定義し ます。 設定し たオプシ ョ ン
は、 ToF Tool の現在のバージ ョ ンに対し て有効と な り ます。

2. 設定を変更するには、 " 反射波形 " メ ニューの " 循環読み込み設定 ..." を ク リ ッ クするか、
ツールバー内のボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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" 循環読み込み設定 " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、 次の設定項目と イベン ト を設定でき ます。

• 時間

こ こ で、 次のよ う に反射波形の更新間隔を秒単位で入力し ます。

－2 s = 反射波形を 2 秒ご と に更新し ます。
－0 s = 反射波形を常に更新し続けます。

• 条件下での時間

こ の行には、 " 条件の実行 " チェ ッ ク ボ ッ ク スがア ク テ ィ ブになっている場合だけ入力でき ま

す。 こ こに入力されたサイ クルタ イ ムが有効になるのは、 " 条件 " に入力された状態が真であ

る場合に限られます。 " 条件下での時間 " は、 上記の時間に取って代わ り ます。

9.9.7 読み込みレンジのリ セ ッ ト

この機能を使用する と、 読み込み範囲を、 各デバイ スの標準値に リ セ ッ ト でき ます。

9.9.8 パラ メ ータ リ ス ト のリ セ ッ ト

この機能を使用する と、 パラ メ ータ リ ス ト にパラ メ ータ を追加し た り 、 パラ メ ータ リ ス ト から

パラ メ ータ を削除する こ と ができ ます。

9.9.9 重複し た波形

この機能を使用する と、 ダ イ アグ ラ ムダ イ ア ロ グボ ッ ク ス内の反射波形セ ッ ト をカ スケード接

続する こ と ができ ます。

" ダイアグラム " ダイアログボ ッ クスに表示された反射波形を カスケー ド接続する方法

新しい反射波形が読み込まれる と、 " ダ イ アグ ラ ム " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示されている反射

波形は削除されます。 現在表示されている反射波形を削除せずに、 " ダ イ アグ ラ ム " ダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スに新しい反射波形を挿入し たい と きには、 次の手順で挿入を行って く ださい。

1. " 反射波形 " メ ニューで、 " 重複し た波形 " オプシ ョ ンをア ク テ ィ ブにし ます （チェ ッ ク
マーク が表示されていればア ク テ ィ ブになっています）。

2. " 反射波形 " メ ニューの " 波形読み込み " を ク リ ッ ク し ます。 新しい反射波形が、 前に読み
出された反射波形と同じ " ダ イ アグ ラ ム " ウ ィ ン ド ウに表示されます。 こ のプロセス を複
数回繰 り 返すこ と によ り 、 複数の反射波形を " ダ イ アグ ラ ム " ウ ィ ン ド ウにカ スケード表
示でき ます。
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9.10 再生

" 再生 " サブ メ ニューは、 次の機能から構成されています。

9.10.1 選択された波形

図 48: " 反射波形の表示 ..." ダイアログボ ッ クス

この機能を使用する と、 反射波形セ ッ ト のサブグループを表示するために、 保存されている反

射波形を対象にし た多 く の基準を提供するダ イ ア ロ グを開 く こ と ができ ます。

反射波形セ ッ ト のサブグループを表示するための基準を設定する方法

• "反射波形" メ ニューの"再生" サブ メ ニューで "選択された波形" を ク リ ッ ク し ます。 フ ィ ルタ

ウ ィ ン ド ウが開き、 次のフ ィ ルタ基準を作成でき る よ う にな り ます。

－反射波形ナンバーによ る選択
－日時によ る選択
－パラ メ ータ類によ る選択

注意 !

フ ィ ルタオペレーシ ョ ンは、 保存されている反射波形セ ッ ト に適用されます。 反射波形の伝送

時に （個別または循環的な伝送）、 フ ィ ルタオペレーシ ョ ンは実行されません。 

波形セ ッ ト に対し て使用する フ ィ ルタ基準の設定方法

1. 設定し たい基準に対応するボタ ンを左ク リ ッ ク し、 入力フ ィ ール ド に値を入力し ます。
2. "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ナビゲーシ ョ ンボタ ンを使用すれば、 必要な反射波形セ ッ ト を表示でき ます。
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反射波形ナンバーによる選択
" 反射波形ナンバーによる選択 " フ ィ ルタ基準には、 保存されている反射波形セ ッ ト の番号を引

数と し て入力でき ます。 こ の場合、 番号は昇順で入力し て く ださい。

日時による選択

日付または時刻に基づ く フ ィ ルタ基準を入力し たい場合は、 引数 と し て日付または時刻を入力

し て く ださい。 範囲を制限する場合は、 " 範囲 " 入力フ ィ ール ド に日付 と時刻値を入力し ます。

日付と時刻値を昇順で入力し ます。

パラ メ ーター類による選択

" パラ メ ーター類による選択 " 基準には、 複数のパラ メ ータ を入力でき ます。 パラ メ ータが有効

な ク エ リ ーに正し く リ ン ク されている こ と を確認し ます。 ク エ リ ーにおいては、 "AND" か "OR"

のいずれかのキーワード を使用し てパラ メ ータ をつなげる こ と ができ ます。

パラ メ ータに使用でき る比較演算子は、 <、 >、 <>、 <=、 >= および不等です。

9.10.2 フ ォワー ド

この機能は、 選択された波形を順方向に表示し ます。

9.10.3 フ ァース ト フ ォワー ド

この機能を使用する と、 選択されている反射波形範囲で最後の波形にジャ ンプでき ます。

9.10.4 リバース

この機能は、 選択された波形を逆方向に表示し ます。

9.10.5 フ ァース ト リバース

この機能を使用する と、 選択されている反射波形の先頭にジャ ンプする こ と ができ ます。

9.10.6 ス ト ッ プ

この機能は、 再生を中止し ます。 新たに再生を開始するには、 " 再生 " を再度ク リ ッ ク し ます。

9.10.7 ス ト ッ プ （ポーズ）

この機能は、 再生を中断し ます。 選択されている方向での再生を継続するには、 " 再生一時停止

" を再度ク リ ッ ク し ます。
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9.11 デ ィ スプレー

" デ ィ スプレー " サブ メ ニューは、 次の機能から構成されています。

9.11.1 プロ ッ ト デ ィ スプレーのク リ アー

この機能を使用する と、 " ダイ アグ ラ ム " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに含まれているすべての反射波形

を削除でき ます。

ダ イ アグ ラ ムダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示された反射波形を削除する方法

• "反射波形" メ ニューで"デ ィ スプレ イ "サブ メ ニューの"プロ ッ ト デ ィ スプレーク リ アー..."を ク

リ ッ ク し ます。 これによ り 、 " ダ イ アグ ラ ム " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示されている反射波形

が削除されます。

注意 !

" ダ イ アグ ラ ム " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示されている反射波形だけが削除されます。 このコマ

ン ド を実行し て も、 以前に保存し た反射波形は削除されません。

9.11.2 ズームとグ リ ッ ド セ ッ テ ィ ング

この機能を使用する と、 ズーム設定およびグ リ ッ ド設定を必要な値に調整する こ と ができ ます。

9.11.3 ズームエ リ アのリ セ ッ ト

この機能は、 ズーム領域を標準値に リ セ ッ ト し ます。

9.11.4 ズームを元に戻す

この機能は、 ズーム領域を 1 ズーム ステ ッ プずつ リ セ ッ ト し ます。

9.11.5 最初の反射波形

この機能を使用する と、 反射波形フ ァ イルに最初に保存された反射波形セ ッ ト へ と切 り 替え る

こ と ができ ます。

9.11.6 最後の反射波形

この機能を使用する と、 反射波形フ ァ イルに最後に保存された反射波形へ と切 り 替え る こ と が

でき ます。

9.11.7 次の反射波形

この機能を使用する と、 反射波形フ ァ イルに保存されている次の反射波形セ ッ ト へ と切 り 替え

る こ と ができ ます。

9.11.8 一つ前の反射波形

この機能を使用する と、 反射波形フ ァ イルに保存されている 1 つ前の反射波形セ ッ ト へ と切 り

替え る こ と ができ ます。
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9.11.9 エキス ト ラ ク ト

図 49: " エキス ト ラ ク ト " ダイアログボ ッ クス

この機能は、 保存されている反射波形を対象にし た様々な基準を提供するダ イ ア ロ グボ ッ ク ス

を開き、 反射波形セ ッ ト を ソー ト し ます。

反射波形セ ッ ト のソー ト に合わせて基準を設定する方法

• " 反射波形 " メ ニューの " エキス ト ラ ク ト ..." を ク リ ッ ク し ます。" エキス ト ラ ク ト " ダ イ ア ロ グ

ボ ッ ク スが開き、 次のよ う なフ ィ ルタ基準を作成でき る よ う にな り ます。

－反射波形ナンバーによ る選択
－日時によ る選択
－パラ メ ーター類によ る選択

注意 !

フ ィ ルタオペレーシ ョ ンは、 保存されている反射波形セ ッ ト に適用されます。 反射波形の伝送

時に （個別または循環的な伝送）、 フ ィ ルタオペレーシ ョ ンは実行されません。 

波形セ ッ ト に対し て使用する フ ィ ルタ基準の設定方法

1. 設定し たい基準に対応するボタ ンを左ク リ ッ ク し、 入力フ ィ ール ド に値を入力し ます。
2. "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ナビゲーシ ョ ンボタ ンを使用すれば、 必要な反射波形セ ッ ト を表示でき ます。

反射波形ナンバーによる選択

" 反射波形ナンバーによる選択 " フ ィ ルタ基準には、 保存されている反射波形セ ッ ト の番号を引

数と し て入力でき ます。 こ の場合、 番号は昇順で入力し て く ださい。

日時による選択

日付または時刻に基づ く フ ィ ルタ基準を入力し たい場合は、 引数 と し て日付または時刻を入力

し て く ださい。 範囲を制限する場合は、 " 範囲 " 入力フ ィ ール ド に日付 と時刻値を入力し ます。

日付と時刻値を昇順で入力し ます。
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パラ メ ーター類による選択
" パラ メ ーター類による選択 " 基準には、 複数のパラ メ ータ を入力でき ます。 パラ メ ータが有効

な ク エ リ ーに正し く リ ン ク されている こ と を確認し ます。 ク エ リ ーにおいては、 AND か OR のい

ずれかのキーワード を使用し てパラ メ ータ をつなげる こ と ができ ます。

パラ メ ータに使用でき る比較演算子は、 <、 >、 <>、 <=、 >= および不等です。

9.11.10 フ ァ イルのエキスポー ト

この機能を使用する と、 特定の反射波形セ ッ ト を *.csv フ ァ イルにエキ スポー ト する こ と ができ

ます。

図 50: " フ ァ イルのエキスポー ト " ダイアログボ ッ クス
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9.11.11 TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルから イ ンポー ト

この機能を使用する と、 ア ッ プロード フ ァ イル （*.upl フ ァ イル） から TDT を イ ンポー ト でき ま

す。

イ ンポー ト し た TDT は、 （追加干渉エコーをマ ッ プする ために） 反射波形ウ ィ ン ド ウで編集で

き る よ う にな り ます。 デバイ スにおいて TDT を直接編集する こ と はでき ません。

警告 !

この機能は、 バージ ョ ン 2.0 以降のソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされているデバイ スでのみ実行

でき ます。

ア ッ プロー ド フ ァ イルから波形を イ ンポー ト する方法

注意 !

あ らかじめア ッ プロード フ ァ イルを作成し てお く 必要があ り ます （作成方法については、 34

ページの " ア ッ プロード " を参照）。

1. " 反射波形 " メ ニューで、 "TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルから イ ンポー ト ..." 機能を選択し
ます。 目的の波形がダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウに表示されます。

2. こ の波形を編集でき ます （編集方法については、 72 ページの " カーソル下波形の編集
（Ctrl+E） " を参照）。
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9.11.12 TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルにエキスポー ト

この機能を使用する と、 編集し た TDT をエキスポー ト し てア ッ プロード フ ァ イル （*.upl フ ァ イ

ル） へ戻すこ と ができ ます。

その後、 このア ッ プロード フ ァ イルをデバイ スへロード し直すこ と ができ ます。 こ のデバイ スで

は、 新しい TDT が有効にな り ます。

ア ッ プロー ド フ ァ イルへ波形をエキスポー ト する方法

1. " 反射波形 " メ ニューで、 "TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルにエキスポー ト ..." 機能を選択し
ます。

2. 目的のア ッ プロード フ ァ イル （フ ァ イル名 .upl） を選択し、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。 .

3. こ のア ッ プロード フ ァ イルをデバイ スにロード でき ます （ロード方法については、 35 ペー
ジの " ダウ ン ロード " を参照）。

9.11.13 メ モ

図 51: " メ モ ..." ダイアログボ ッ クス

この機能を使用する と、 反射波形フ ァ イルに メ モを追加し て、 波形セ ッ ト と と もに保存でき ま

す。

反射波形フ ァ イルに メ モを追加する方法

1. " 反射波形 " メ ニューの " メ モ ..." を ク リ ッ ク し ます。 ダ イ ア ロ グが開き、 メ モを入力でき
る よ う にな り ます。

2. "OK" を ク リ ッ ク し ます。 メ モが受け入れられます。 反射波形を ロードする と、 と もに保存
されている メ モが自動的に表示されます。
70 エン ド レスハウザー ジ ャパン



ToF Tool メ ニューバー
9.11.14 アイデ ィ アルエ コーをロー ド する

この機能を使用する と、 *.csv フ ァ イルから理想的な反射波形を イ ンポー ト でき ます。

図 52: " アイデ ィ アルエ コーをロー ド する ..." ダイアログボ ッ クス

9.11.15 アイデ ィ アルエ コーをピークに移動

ア イデ ィ アルエコー波形を反射波形のピーク に移動し ます。
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9.12 カーソルの配置

" カーソルの配置 " サブ メ ニューには、 次の機能が含まれます。

概説

ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウに表示された反射波形は、 2 つのカーソルを使用し て計測でき ます。 

カーソルの位置は、 マウ ス またはキーボード を使用し て決める こ と ができ ます。

ダイアグラムウ ィ ン ド ウ内でカーソル位置を決める方法

1. ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウで右ク リ ッ ク し ます。 コ ンテキス ト メ ニューが開き、 カーソル 1
またはカーソル 2 を現在のカーソル と し て選択でき る よ う にな り ます。 コ ンテキス ト メ
ニューにおいて現在のカーソルにはチェ ッ ク マーク が付け られています。 さ らに、 カーソ
ル位置は、 フ リ ー、 反射波形、 MAP、 FAC のいずれかの方式で決定でき ます。

2. ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内で、 希望する決定方式 （フ リ ー、 反射波形、 TDT、 または
FAC） の上にカーソルを置いて ク リ ッ ク し ます。 カーソルが表示される と、 現在の値が
" カーソルのデーター " と い う 情報画面に表示されます。
キーボード を使ってカーソルを表示させるには、 CTRL キーと右矢印キーを同時に押し ま
す。

3. 使用する カーソルを切 り 替える こ と ができ ます。 カーソルの切 り 替えは、 ダ イ アグ ラ ム
ウ ィ ン ド ウで右ク リ ッ ク し、 表示されたコ ンテキス ト メ ニューでカーソルを選択する と い
う 形で行います。 選択し たカーソルには、 現在のカーソルになった こ と を示すチェ ッ ク
マーク が付け られます。

9.12.1 カーソル 1

この機能を使用する と、 ウ ィ ン ド ウ内でカーソル 1 を位置決めする こ と ができ ます。

9.12.2 カーソル 2

この機能を使用する と、 ウ ィ ン ド ウ内でカーソル 2 を位置決めする こ と ができ ます。

9.12.3 カーソル下波形の編集 （Ctrl+E）

この機能を使用する と、 編集モード に入 り 、 マ ッ ピングを行え る よ う にな り ます。 こ のモード で

は、 カーソルを使用し てダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内のマ ッ ピング波形の単一ポイ ン ト を移動さ

せる こ と ができ ます。

注意 !

デバイ スにおいてマ ッ ピングを直接変更する こ と はでき ません。 編集でき るのは、 ア ッ プロード

フ ァ イルから イ ンポー ト し たマ ッ プに限られます （" 波形をア ッ プロード フ ァ イルから イ ンポー

ト " 機能を使用）。 編集を終えた ら、 " 波形をア ッ プロー ド フ ァ イルにエキスポー ト " 機能を使

用し て、 変更内容をア ッ プロード フ ァ イルに書き戻すこ と ができ ます。 こ のフ ァ イルをデバイ ス

にダウ ン ロードする と、 新しいマ ッ ピング波形が有効にな り ます （" ダウ ン ロード " 機能を使

用）。
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反射波形ウ ィ ン ド ウ内で TDT を編集する方法

警告 !

この機能は、 バージ ョ ン 2.0 以降のソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされているデバイ スでのみ実行

でき ます。

1. 最初に、 ア ッ プロード フ ァ イルを生成し ます。 " デバイス " メ ニューで、 " ア ッ プロー ド "
を ク リ ッ ク し ます。

2. デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イル名 （フ ァ イル名 .upl） を選択し て、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。

3. " ア ッ プロー ド " ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 処理を開始し ます。

4. ア ッ プロード が成功し ま し た。 "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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5. " 反射波形 " メ ニューで、 "TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルから イ ンポー ト ..." 機能を選択し
て TDT を編集し ます。 目的の TDT がダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウに表示されます。

6. ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内にカーソルを合わせます。 右ク リ ッ ク し て、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク
スから " カーソル下波形の編集 （Ctrl+E） " オプシ ョ ンを選択し ます。 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン
ド ウの背景色が " 黄色 " から " 緑 " に変わ り ます。 これで、 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内で波
形を編集でき る状態にな り ま し た。
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7. ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内での TDT の編集には、 次の機能が使用でき ます。
－ 波形上でダブルク リ ッ ク し て編集ポイ ン ト を決めます。 選択し たポイ ン ト は四角で示さ

れます。
－ 編集ポイ ン ト を ク リ ッ ク し、 マウ スキーを押し たま まの状態にし ます。 これによ り 、 こ

のポイ ン ト を Y 軸に沿って移動させる こ と ができ ます。
－ 波形の上または下にあ る 2 つの編集ポイ ン ト の間でダブルク リ ッ クする と、 新しい編集

ポイ ン ト が設定され、 こ の 3 つのポイ ン ト 間で波形が描画し直されます。

8. ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内にカーソルを合わせます。 右ク リ ッ ク し て、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク
スから " カーソル下波形の編集 （Ctrl+E） " オプシ ョ ンを選択し ます。 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン
ド ウの背景色が " 緑 " から " 黄色 " に変わ り ます。 これで、 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ内で波
形を編集でき ない状態にな り ま し た。

9. " 反射波形 " メ ニューで "TDT をア ッ プロー ド フ ァ イルへエキスポー ト ..." 機能を選択し て、
編集し た TDT をア ッ プロード フ ァ イルへエキスポー ト し ます。
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10. 目的のア ッ プロード フ ァ イル （フ ァ イル名 .upl） を選択し、 " 保存 " を ク リ ッ ク し ます。

11. これで、 編集し た TDT を含んだア ッ プロード フ ァ イルをデバイ スにロード でき る状態にな
り ま し た。

12. " デバイス " メ ニューで、 " ダウンロー ド " を ク リ ッ ク し ます。
13. 目的のア ッ プロード フ ァ イルを選択し、 " 開 く " を ク リ ッ ク し ます。
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14. " ダウンロー ド " ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
フ ァ イルを選択し てダウ ン ロード を行 う 方法については、 35 ページの説明を参照し て く だ
さい。

15. デバイ スパラ メ ータのすべてまたは一部が上書き される旨の メ ッ セージが表示されます。 
上書き し て よければ、 "OK" を ク リ ッ ク し ます。

16. これでダウ ン ロード が完了し ま し た。 "OK" ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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9.12.4 フ リー

この機能を選択する と、 ダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウでア ク テ ィ ブなカーソルを自由に配置でき る

よ う にな り ます。 対応する カーソルデーターが、 反射波形の下の解析ウ ィ ン ド ウに表示されま

す。

図 53: 反射波形画面 : カーソル 1= フ リーと カーソル 2= フ リー

9.12.5 反射波形

この機能を選択する と、 選択し た波形タ イプに沿ってア ク テ ィ ブなカーソルを配置でき る よ う

にな り ます。 カーソルの位置を決める と きには、 差異を調べる ために波形タ イプを結合でき ます

（この例では、 反射波形と反射波形）。

図 54: 反射波形画面 : カーソル 1= 反射波形と カーソル 2= 反射波形
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9.12.6 TDT

この機能を選択する と、 選択し た波形タ イプに沿ってア ク テ ィ ブなカーソルを配置でき る よ う

にな り ます。 カーソルの位置を決める と きには、 差異を調べる ために波形タ イプを結合でき ます

（この例では、 反射波形と TDT）。

図 55: 反射波形画面 : カーソル 1= 反射波形と カーソル 2=TDT

9.12.7 FAC

この機能を選択する と、 選択し た波形タ イプに沿ってア ク テ ィ ブなカーソルを配置でき る よ う

にな り ます。 カーソルの位置を決める と きには、 差異を調べる ために波形タ イプを結合でき ます

（この例では、 反射波形と FAC）。

図 56: 反射波形画面 : カーソル 1= 反射波形と カーソル 2=FAC
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9.12.8 アイデ ィ アルエ コー

この機能を選択する と、 選択し た波形タ イプに沿ってア ク テ ィ ブなカーソルを配置でき る よ う

にな り ます。 カーソルの位置を決める と きには、 差異を調べる ために波形タ イプを結合でき ます

（この例では、 反射波形と ア イデ ィ アルエコー）。

図 57: 反射波形画面 : カーソル 1= 反射波形と カーソル 2= アイデ ィ アルエ コー
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9.13 レ イアウ ト

" レ イアウ ト " サブ メ ニューには、 次の機能が含まれます。

9.13.1 すべて

この機能を使用する と、 すべての情報が " 反射 " ダ イ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウに表示されます。

9.13.2 ダイアグラム

この機能を使用する と、 " 反射 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウにはダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウだけが表示

されます。

9.13.3 ダイアグラム + パラ メ ーター

この機能を使用する と、 " 反射 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウにはダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ と パラ メ ー

ターが表示されます。

9.13.4 ダイアグラム + イ ン フ ォ

この機能を使用する と、 " 反射 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウにはダ イ アグ ラ ム ウ ィ ン ド ウ と反射波形

情報が表示されます。

9.13.5 パラ メ ーター

この機能を使用する と、 " 反射 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウにはパラ メ ーターだけが表示されます。

9.13.6 パラ メ ーター + イ ン フ ォ

この機能を使用する と、 " 反射 " ダイ ア ロ グ ウ ィ ン ド ウにはパラ メ ーターと反射波形情報が表示

されます。
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9.14 HistoROM メ ニュー

注意 !

HistoROM 画面がア ク テ ィ ブになっている と き、 "HistoROM" メ ニューは、 メ ニューバーの メ イ

ン メ ニューに組み込まれます。

"HistoROM" メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• ア ッ プロード （デバイ スから）

• ア ッ プロード フ ァ イルからのイ ンポー ト

9.14.1 HistoROM/M-Dat

HistoROM/M-Dat は、 差し込み式の電子機器につなげられる メ モ リ モジュールで、 以下の機能

を実現する ものです。

• あ る伝送機器の構成データ を別の伝送機器へコ ピーする

• 圧力およびセンサ温度測定値の循環的な記録

• 温度および圧力に関するセンサレンジやユーザー限度値を超えた こ と を知らせる警報や超過

回数のカ ウ ン タ などの各種イベン ト の記録

9.14.2 HistoROM エデ ィ タ

HistoROM エデ ィ タは、 HistoROM データ をグ ラ フ ィ カルに表示する ために使用されます。

ToF Tool には、 次の 2 種類の表示形式があ り ます。

• HistoROM ダ イ アグ ラ ム

• HistoROM テーブル
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9.14.3 HistoROM ダイアグラム

HistoROM ダ イ アグ ラ ムでは、 デバイ スに格納されている情報を波形と し てグ ラ フ ィ カルに表示

でき ます。 それぞれの波形に別個の目盛 り が割 り 当て られます。 タ イ ム ウ ィ ン ド ウでは、 イベン

ト ご と に X 目盛 り の上にフ ラ グが表示されます。 ダ イ アグ ラ ムには、 運転時間カ ウ ン タ と、

ア ッ プロード の開始時に割 り 当て られる システム時刻も表示されます。

図 58: 表示画面 - HistoROM: ダイアグラム

各軸の目盛り と ラベル

X 軸は、 25 時間のタ イ ム レンジで目盛 り が刻まれています。 最新のデータは目盛 り の右端にき

ます。 可能であれば、 X 軸には、 日時に関する情報が表示されます。 これは、 デバイ スに格納さ

れている操作時間が現在の PC 日時に基づいて時間データに変換される こ と を意味し ます。

HistoROM エデ ィ タが " デバイ ス " イベン ト を検出する と、 これよ り も前のイベン ト に時間を割

り 当て る こ と はでき ません。 こ のため、 グ ラ フ ィ ッ ク内では、 こ の時点で X 軸のラベルが変わ

り ます。 日時を表示する代わ り に、 操作時間カ ウ ン タだけが （秒単位で） 表示されます。

Y 軸の目盛 り は、 デバイ ス内で設定された単位を示し ます。

それぞれの波形に別個の目盛 り が割 り 当て られます。 圧力の目盛 り には、 " 通常動作レ ンジの下

限 - 10%" から " 通常動作レ ンジの上限 + 10%" までの値が表示されます。 通常動作レンジの上限

と下限に関するパラ メ ータはセンサレンジに基づいて決定されます。 温度の目盛 り には、 " セン

サ温度最小値 - 10%" から " センサ温度最大値 + 10%" までの値が表示されます。
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リ ミ ッ ト 値
測定値ダ イ アグ ラ ムでは、 デバイ スの リ ミ ッ ト 値が点線で示されます。 以下の リ ミ ッ ト 値が標準

と し て表示されます。

• 通常動作レ ンジの下限

• 通常動作レ ンジの上限

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmin プロセス

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmax プロセス

• 通常動作レ ンジの下限、 温度

• 通常動作レ ンジの上限、 温度

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmin プロセス

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmax プロセス

波形およびリ ミ ッ ト 値の表示 / 非表示

波形および リ ミ ッ ト 値の表示 / 非表示は、 次の手順で切 り 替えます。

1. HistoROM ダ イ アグ ラ ム領域にカーソルを移動させて右ク リ ッ ク し ます。 次のダ イ ア ロ グ
ボ ッ ク スが表示されます。

2. 以下の各ビ ューは、 対応する メ ニュー項目を選択する こ と によ って作成でき ます。
－ 圧力と温度 = 圧力および温度の波形と リ ミ ッ ト 値
－ 圧力のみ = 圧力パターン と圧力 リ ミ ッ ト 値の表示
－ 温度のみ = 温度パターン と温度 リ ミ ッ ト 値の表示

ズーム

HistoROM ダ イ アグ ラ ムの特定の領域を X 軸および Y 軸に関し て拡大 （ズーム） する こ と がで

き ます。 特定の領域へズーム イ ンするには、 次の手順に従って く ださ い。

1. HistoROM ダ イ アグ ラ ム領域にカーソルを移動させます。 拡大し たい HistoROM ダ イ アグ ラ
ム内の矩形領域を、 左のマウ スボタ ンを押し たま まの状態で選択し ます。 拡大領域に応じ
て軸のラベルが調節されます。 X 方向には少な く と も 4 つのデータポイ ン ト が表示されま
す。 つま り 、 X 軸の表示範囲は 1 時間分にな り ます。

2. こ の選択を元に戻し たい場合は、 HistoROM ダ イ アグ ラ ム領域にカーソルを移動させて右
ク リ ッ ク し ます。 次のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

3. ズームを リ セ ッ ト するには、 " ズームの リ セ ッ ト " と い う メ ニュー項目を選択し ます。

注意 !

ズーム領域は、 マウ スでしか選択でき ません。 し たがって、 ダ イ ア ロ グで目盛 り を調節する こ

と はでき ません。
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HistoROM ダイアグラム内でのナビゲーシ ョ ン
ス ラ イ ド コ ン ト ロール と 2 つのボタ ンが HistoROM ダ イ アグ ラ ムの下部にあ り ます。 こ のス ラ イ

ド コ ン ト ロールを使用すれば、 記録期間の全域を連続的に移動する こ と ができ、 2 つのボタ ンを

使用すれば、 24 時間単位で移動する こ と ができ ます。

図 59: HistoROM ダイアグラム内のスラ イ ド コ ン ト ロールとボタ ン

イベン ト と測定値の選択

ダ イ アグ ラ ム内のイベン ト や測定値は、 マウ ス またはキーボード で選択でき ます。

• ダ イ アグ ラ ム領域内の目的のポイ ン ト にカーソルを移動させて ク リ ッ ク し ます。

または

• TAB キーまたは SHIFT + TAB キーを押し て、次または前のイベン ト 、 も し く は測定値へ移動し

ます。

テキス ト ボ ッ ク スには、 テーブルの行にも あ る イベン ト または測定値のデータが表示されます。

"HistoROM イベン ト テーブル " ビ ューに切 り 替える と、 テーブル内の該当する行がカ ラーで強

調表示されます。

図 60: キーボー ド による イベン ト および測定値の選択

スラ イ ド コ ン ト ロール

ボタ ン

TAB キーSHIFT + TAB キー
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HistoROM ダイアグラム内での特殊イベン ト の選択
イベン ト ロ グには、 HistoROM エデ ィ タにおいて特別な方法で処理される 2 つのイベン ト が記録

されます。 HistoROM エデ ィ タが検出する イベン ト は、 次の とお り です。

• DAT が他の電子機器につなげられています。

• センサが変更されています。

このよ う な場合、 このイベン ト が発生する前の時間領域の背景は、 HistoROM ダ イ アグ ラ ムにお

いてカ ラーで強調表示され、 電子機器またはセンサ番号が図中に表示されます。 こ う し た イベン

ト が発生し た場合、 発生以前の期間については運転時間だけが表示されます。 こ の部分について

は、 日時への変換が正確に行えな く なっています。

注意 !

電子機器 （またはデバイ ス） が変更された場合、 運転時間カ ウ ン タが大幅に変わる可能性があ

り ます。 HistoROM のデバイ スが何度も切 り 替え られた場合、 測定値またはイベン ト にはさ まざ

まな運転時間カ ウ ン タが割 り 当て られる こ と にな り ます。 こ の結果、 グ ラ フ ィ ッ ク画面の X 軸

のラベルには、 こ う し た差異も表示されます。

システムイベン ト

HistoROM に記録されたシステム イベン ト は、 X 軸上のフ ラ グで示されます。 X 軸上の位置は、

運転時間カ ウ ン タから算出されます。
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9.14.4 HistoROM イベン ト テーブル

イベン ト テーブルには、 イベン ト および測定値が表形式で表示されます。 画面は、 最新のものか

ら古い日付へ降順でソー ト されます。

図 61: 表示画面 - HistoROM: イベン ト テーブル

イベン ト ログ画面

イベン ト テーブルでは、 ボタ ンを使用し てテーブル内でのイベン ト の表示形式を定義でき ます。 

次の表示オプシ ョ ンが用意されています。

• イベン ト

• 循環測定値

イベン ト 循環測定値 イベン ト と測定値
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• イベン ト と測定値

対応する テーブルカ ラ ムは、 選択し た表示方式に基づいて表示されます。

• ID - 通し番号

• 日付 - 日付と時刻 （利用可能な場合）

• 操作時間 - 秒単位

• イベン ト  - イベン ト の数

• 追加データー 　 - 　 追加情報

• 詳細 - イベン ト （構成変更 " 計測モード " など） の記載

• 圧力 [mbar] - 圧力に関する循環測定値 [ 単位 ]

• 温度 [ ℃ ] - 温度に関する循環測定値 [ 単位 ]

指定し た表示は、 イベン ト テーブルを終了させて も保持されます。

テーブル内のイベン ト と測定値の選択

テーブル内でイベン ト が選択される と、 そのテーブルはカ ラーで強調表示され、 テキス ト ボ ッ

ク スには、 テーブルの行にも あ るそのイベン ト または測定値のデータが表示されます。

"HistoROM ダ イ アグ ラ ム " ビ ューに切 り 替える と、 カーソルは、 テーブル内でも選択されてい

る同じ イベン ト のダ イ アグ ラ ムの上に置かれます。 関連するデータがテキ ス ト ボ ッ ク スに表示さ

れます。

図 62: 表示画面 - HistoROM: イベン ト ログ

テキス ト ボ ッ クス
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9.14.5 HistoROM データの更新

測定値は常に変化し続けるデータであ るため、 ToF Tool には、 デバイ スのデータ を （オン ラ イ

ンで） 自動的に更新する機能はあ り ません。 ただし、 HistoROM メ ニューを使用し てデータ を更

新する こ と はでき ます。

HistoROM データ セ ッ ト を更新する方法

1. "HistoROM" メ ニューで、 " ア ッ プロー ド " を ク リ ッ ク し ます。
2. " ア ッ プロー ド " を ク リ ッ ク し ます。

デバイ スからのア ッ プロード が完了する と、 ダ イ アグ ラ ムが再描画されます。

その後、 目盛 り が、 デバイ スの設定値に合わせて調節され、 ア ッ プロードデータ レ コード から

有効にな り ます。

9.14.6 データの印刷

HistoROM データの印刷は、 " フ ァ イル " メ ニューの " 印刷 ... （CTRL+P） " 機能を使用し て行い

ます （9.1.9 章を参照）。 " ド キ ュ メ ン ト 内容の選択 " ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの機能は、 HistoROM

パラ メ ータに対応するために拡張されています。 ド キ ュ メ ン ト の内容は、 ToF Tool の " 印刷 " メ

ニューにおいてパラ メ ータ を有効化または無効化する こ と によ って個別に構成でき ます。
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9.14.7 イベン ト ログの保存

HistoROM には、 ロ グデータ を保存するオプシ ョ ンがあ り ます （"HistoROM データセ ッ ト を保存

する方法 " （24 ページ））。 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スにおいてデ ィ レ ク ト リ を選択し てフ ァ イル名を指

定でき ます。 "...\\ToFTool\AppplicationData\" と い う デ ィ レ ク ト リ がデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ と

し て表示されます。

ロ グの最後には、 次の情報が含まれます。

• メ イ ンエレ ク ト ロ ニ ク スのシ リ アル番号

• デバイ スのシ リ アル番号

• オーダーコード

• センサのシ リ アル番号

• ア ッ プロード開始時の操作時間カ ウ ン タ

• ア ッ プロード開始時のシステム時刻

• 圧力単位

• 温度単位

• カス タマイ ズ された圧力単位のテキス ト （単位） （これは、 " 単位圧力 " パラ メ ータによ って "

ユーザー単位 " オプシ ョ ンを選択し た場合にだけ表示されます）

• カス タマイ ズ された圧力単位の換算係数（これは、" 単位圧力 " パラ メ ータによ って " ユーザー

単位 " オプシ ョ ンを選択し た場合にだけ表示されます）

• Pa 単位の通常動作レ ンジの下限

• Pa 単位の通常動作レ ンジの上限

• Pa 単位のカス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmin プロセス

• Pa 単位のカス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmax プロセス

• Kelvin 単位の通常動作レンジの下限、 温度

• Kelvin 単位の通常動作レンジの上限、 温度

• Kelvin 単位のカ ス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmin プロセス

• Kelvin 単位のカ ス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmax プロセス

注意 !

ToFTool またはデバイ ス を閉じ る と きには、 HistoROM データ を保存するかど う かを尋ねるプロ

ンプ ト が現れます。

9.14.8 イベン ト ログを開 く

保存されている HistoROM データは、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を使用し て開 く こ と ができ ます （" 格

納されている HistoROM フ ァ イルを開 く 方法 " （23 ページ））。

フ ァ イルを ロードする と きには、 2 つのイ ン ス タ ン スに差異が生じ ています。

• フ ァ イルをデバイ スのコ ンテキス ト で開 く 場合

ロ グフ ァ イル とデータ と の間で " デバイ スの呼称 "、 " 主な電子機器の番号 "、 および " セン

サの番号 " の値が一致し ない場合、 ユーザーにその旨を通知する メ ッ セージが表示されます。 

イベン ト データ を ロードするプロセスは強制終了され、 最後のステータ スが復元されます。

• フ ァ イルをデバイ スのコ ンテキス ト で開かない場合

HistoROM エデ ィ タが開き、 HistoROM ロ グのデータが受け入れられます。

注意 !

エラーによ ってフ ァ イルが開けない場合は、 エラー メ ッ セージが表示され、 ロード プロセスが

強制終了されます。
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9.14.9 イベン ト ログのド キュ メ ンテーシ ョ ン

注意 !

ド キ ュ メ ン ト を作成する時に HistoROM がまだデバイ スから ロード されていない場合、 ToF Tool

はデバイ スデータ を自動的にア ッ プロード し ます。

以下のデータ も情報と し て印刷されます。

• メ イ ンエレ ク ト ロ ニ ク スのシ リ アル番号

• デバイ スのシ リ アル番号

• オーダーコード

• センサのシ リ アル番号

• ア ッ プロード開始時の操作時間カ ウ ン タ

• ア ッ プロード開始時のシステム時刻

• 圧力単位

• カス タマイ ズ された圧力単位のテキス ト （単位） （これは、 " 単位圧力 " パラ メ ータによ って "

ユーザー単位 " オプシ ョ ンを選択し た場合にだけ表示されます）

• カス タマイ ズ された圧力単位の換算係数（これは、" 単位圧力 " パラ メ ータによ って " ユーザー

単位 " オプシ ョ ンを選択し た場合にだけ表示されます）

• 通常動作レ ンジの下限

• 通常動作レ ンジの上限

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmin プロセス

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Pmax プロセス

• 通常動作レ ンジの下限、 温度

• 通常動作レ ンジの上限、 温度

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmin プロセス

• カス タマイ ズ された リ ミ ッ ト Tmax プロセス
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9.15 ウ ィ ン ド ウ メ ニュー

" ウ ィ ン ド ウ " メ ニューは、 次の機能から構成されています。

• カス ケード

• タ イル

• ア イ コ ンのアレ ンジ

9.15.1 カスケー ド

この機能を使用する と、 複数のウ ィ ン ド ウ を重ねて表示する こ と ができ ます。

9.15.2 タ イル

この機能を使用する と、 複数のウ ィ ン ド ウ を並べて表示する こ と ができ ます。

9.15.3 アイ コ ンのアレンジ

この機能は、 ア イ コ ンを並び替えます。

9.16 ヘルプ メ ニュー

" ヘルプ " メ ニューは、 次のサブ メ ニューから構成されています。

• ToF Tool ヘルプ ...

• 反射波形エデ ィ タヘルプ

9.16.1 ToF Tool ヘルプ

こ こ では次の項目に関する情報を検索でき ます。

• ToF Tool 

（バージ ョ ンやコ ピーラ イ ト など）

• Endress+Hauser オン ザ ウ ェブ

Endress+Hauser の Web サイ ト にア ク セスでき ます。

• オン ラ イ ンマニュ アル

9.16.2 反射波形エデ ィ タヘルプ

" 反射波形エデ ィ タヘルプ " は、 まだサポー ト されていません。
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10 ヘルプウ ィ ン ド ウ

青色のパラ メ ータ名を ク リ ッ ク し てヘルプ機能を呼び出すと、 ヘルプウ ィ ン ド ウが別個に開か

れます。

図 63: パラ メ ータの入力ウ ィ ン ド ウと " ヘルプウ ィ ン ド ウ " ダイアログウ ィ ン ド ウ

このウ ィ ン ド ウには、 デバイ スパラ メ ータの詳し く 説明と重要な入力値の解説が表示されます。

" ヘルプ " ウ ィ ン ド ウには、以下の情報が表示されます。
関連する機能説明書
パラ メ ータの説明

ク リ ッ ク し ます。
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11 ToF Tool のナビゲーシ ョ ン

マウ ス またはキーの組み合わせによ り 、 ToF Tool をナビゲー ト する こ と ができ ます。 ToF Tool

のい く つかのビ ューは、 他のビ ューでは機能し ない特殊なキー組み合わせをサポー ト し ていま

す。 すべてのビ ューで動作する キーの組み合わせと マウ ス機能も あ り ます。

注意 !

" ヘルプ " ト ピ ッ ク、 メ ニュー、 およびダ イ ア ロ グボ ッ ク スについて、 以下に示すキーの組み合

わせは、 キーボード レ イ ア ウ ト が ド イ ツ語仕様になっている こ と を前提 と し ています。 他の言

語のキーボード レ イ ア ウ ト は、 ド イ ツ語仕様のもの と異なる場合があ り ます。 キーボード言語レ

イ ア ウ ト が ToF Tool にイ ン ス ト ールされている言語と異なる場合、 以下に リ ス ト し たキーボー

ド の組み合わせが動作し ない場合があ り ます。

11.1 デバイス リ ス ト のナビゲーシ ョ ン

キーの組み合わせ 意味

F4 キー " デバイ ス リ ス ト " に切 り 替えます。

上矢印キー

または

下矢印キー

" デバイ ス リ ス ト " 内のデバイ スが強調表示され

ます。

ENTER キー 強調表示されたデバイ スに対し て " パラ メ ータ編

集 " を表示し ます。

CTRL + 左矢印キー

または

CTRL + 右矢印キー

" デバイ ス リ ス ト " 内の次の登録カードへ切 り 替

えます。

右矢印キー " デバイ ス リ ス ト " の " デバイ ス ツ リ ー " を開き

ます

（強調表示されている と き）。

上矢印キー

または

下矢印キー

" デバイ ス ツ リ ー " 内の任意の位置を強調表示し

ます。

左矢印キー " デバイ ス ツ リ ー " を閉じ ます。

SHIFT + F10 キー 強調表示されている " デバイ ス " に対し てシ ョ ー

ト カ ッ ト メ ニューを開き ます。

上矢印キーまたは下矢印キーは、 メ ニュー内でオ

プシ ョ ンを切 り 替えます。 ENTER キーは要求され

たオプシ ョ ンを選択し ます。

表示されたシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューからオプシ ョ

ンを選択し ます。

メ ニュー内でオプシ ョ ンを切 り 替えます。

SHIFT + 上矢印キー

または

SHIFT + 下矢印キー

ア イデ ィ アルエコー波形を配置し ます。
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11.2 パラ メ ータ編集のナビゲーシ ョ ン

キーの組み合わせ 意味

F3 キー " パラ メ ータ編集 " に切 り 替えます （開いている

と き）。

ALT + 上矢印キー

または

ALT + 下矢印キー

" ナビゲーシ ョ ンバー " 上のア イ コ ンを切 り 替え

ます。

ALT + 右矢印キー

または

ALT + 左矢印キー

" パラ メ ータ " グループ内でダ イ ア ロ グボ ッ ク ス

を切 り 替えます。

TAB キー

または

SHIFT + TAB キー

ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス内で要素を切 り 替えます。

TAB キー

または

SHIFT + TAB キー

入力フ ィ ール ド での最後のア ク シ ョ ンを元に戻し

ます。

ENTER キー 入力フ ィ ール ド の入力を取 り 込み、 " デバイ ス "

へ転送し ます。

TAB キー

または

SHIFT + TAB キー

ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス内の " ステータ スバー " のア

イ コ ンに切 り 替えます。

スペースバー ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス内の " ステータ スバー " の強

調表示された要素をア ク テ ィ ブにし ます。

スペースバー 強調表示されたチェ ッ ク ボ ッ ク ス をア ク テ ィ ブま

たは非ア ク テ ィ ブにし ます。

上矢印キー

または

下矢印キー

ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト 内でオプシ ョ ンを切 り 替え

ます。

F5 キー " スキ ャ ン " ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開き ます。

F1 キー ヘルプ
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11.3 反射波形を編集するためのキーの組み合わせ

キーの組み合わせ 意味

ALT + 下矢印キー

または

ALT + 上矢印キー

" パラ メ ータ編集 " が開いている と き、 " 反射波形

" ウ ィ ン ド ウに切 り 替えます。

SHIFT + F10 キー シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューを開き ます。

上矢印キーまたは下矢印キーは、 メ ニュー内でオ

プシ ョ ンを切 り 替えます。 ENTER キーは要求され

たオプシ ョ ンを選択し ます。

表示されたシ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューからオプシ ョ

ンを選択し ます。

F1 キー ヘルプ

CTRL + 右矢印キー

または

CTRL + 左矢印キー

カーソルを切 り 替えます。

左矢印キー

または

右矢印キー

ア ク テ ィ ブカーソルの位置を決めます。

上矢印キー

または

下矢印キー

" 反射波形 " 上にフ リ ーカーソルを配置し ます。

CTRL + 上矢印キー

または

CTRL + 下矢印キー

カーソルの割 り 当てを " 反射波形 " に変更し ます。

TAB キー

または

SHIFT + TAB キー

" 反射波形 " ウ ィ ン ド ウ内で次のグループに切 り

替えます。

下矢印キー

または

上矢印キー

" 反射波形 " リ ス ト のオプシ ョ ンを切 り 替えます。

スペースバー 強調表示された " 反射波形 " をア ク テ ィ ブまたは

非ア ク テ ィ ブにし ます。

スペースバー 選択されたボ タ ンに割 り 当て られたア ク シ ョ ンを

実行し ます。  

CTRL+P 印刷
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11.4 キーによるツールバーのナビゲーシ ョ ン

キーの組み合わせ 意味

F10 キー メ ニューバーをア ク テ ィ ブにし ます。

TAB キー、 または

SHIFT + TAB キー、 または

右矢印キー、 または

左矢印キー

（ツールバーがア ク テ ィ ブの と き）

ツールバーにおいて、 次のボタ ン または前のボ タ

ン、 次の メ ニューまたは前の メ ニューをア ク テ ィ

ブにし ます。 

ENTER キー （ツールバー上のア ク テ ィ ブ メ ニュー

に対し て）

メ ニューを開き ます。

ENTER キー （ボタ ンがア ク テ ィ ブの と き） 選択されたボ タ ンに割 り 当て られたア ク シ ョ ンを

実行し ます。 

ALT + スペースバー ア イ コ ン メ ニューを開き ます。

ALT + 文字キー メ ニュー名に含まれる下線付き文字を使用し て

ツールバー上の メ ニューを開き ます。 
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12 FAQ （よ く 寄せられる質問）

エラーの内容 原因 処置

シ リ アルイ ン ターフ ェ イ

スへのア ク セス

シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スが使用

中。 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スへの

ア ク セス用プロ グ ラ ムがイ ン ス ト ー

ルされていて も （現在ア ク テ ィ ブに

なっていないため）、 ToF Tool は通

信でき ません （該当するエラー メ ッ

セージは表示されません）。

" オプシ ョ ン " メ ニューの " 設定 "

オプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スが他のデ

バイ スによ ってすでに使用されてい

ないかど う かを確認し て く ださい

（マウ ス、 Commuwin II など）。

pdf フ ァ イルを開いてい

ます。

" フ ァ イル " メ ニ ューの " 開 く " オ

プシ ョ ンが選択されている場合、

pdf フ ァ イルを開 く こ と はでき ませ

ん。

" フ ァ イル " メ ニューの " ド キュ メ

ンテーシ ョ ンのビ ュー " オプシ ョ ン

を選択し て く ださい。 Acrobat 

Reader が自動的に起動し ます。

外筒管測定において反射

波形が左側にシフ ト され

ます。 ハイ ラ イ ト はまだ

右側のポ イ ン ト にあ り ま

す。

マイ ク ロ フ ァ ク タ （パイプ内計測）

は Z 距離に適用されます。

測定距離については強調表示を参照

し て く ださい。

JPG が表示されていませ

ん。

グ ラ フ ィ ッ クは、 別のアプ リ ケー

シ ョ ンに永続的に割 り 当て られてい

る ため、 表示されません。

Internet Explorer （バージ ョ ン 5.x 以

上） を イ ン ス ト ールし て く ださい。

循環的に反射波形を作成

する際は、 システム ク

ラ ッ シ ュが起き る と （停

電などで） データが失わ

れます。

反射波形フ ァ イルを正し く セーブす

る こ と ができ ませんでし た。

反射波形の名前を、 TMP フ ァ イル

から CRV フ ァ イルへと変更する と、

ア ク セスでき る よ う にな り ます。

実在し ていない ToF デバ

イ スがデバイ ス リ ス ト に

入っています。

ToF デバイ ス をバスから取 り 外し て

再度スキ ャ ンを実行し た場合、 その

デバイ スはデバイ ス リ ス ト に残った

ま まで、 ア イ コ ンは無効にな り ま

す。

" フ ァ イル " メ ニューの " 新規デバ

イス リ ス ト ..." オプシ ョ ンを選択し

て、 バス を再度スキ ャ ン し て く だ さ

い。

オペレーテ ィ ングシステ

ムが メ モ リ 不足を指摘し

ています。 

ス ワ ッ プフ ァ イル （仮想 メ モ リ ） の

サイ ズが十分ではあ り ません。

ス ワ ッ プフ ァ イルを大き く し て く だ

さい。

循環的な反射波形の作成

において、 格納手順に時

間がかか り すぎます。

格納対象の反射波形が多すぎ る と

（1000 以上）、 その処理時間が長 く

な る こ と があ り ます （10 分以上）。

メ イ ン メ モ リ を増やすか、 格納手順

が終了するのを待って く だ さい。

数百の反射波形が重な り

合ってプロ ッ ト されてい

ます。

新しい構成グループへの切 り 替えを

行 う と 、 新しいグループが表示され

る までしばら く 時間がかか り ます。

新しい構成グループへの切 り 替えを

行 う 前に、 " 反射波形 " メ ニ ューの

" 重複し た波形 " の選択を解除し ま

す。

ToF-Tool が終了されま

し たが、 再起動する こ と

ができ ません。

プロセス （ToF*.exe および

PB_DPV*.exe） が正し く 終了し な

かった と考え られます。 その場合、

ToF-Tool を再起動する こ と はでき

ません。

タ ス ク マネージ ャによ って問題のプ

ロセス を終了させるか、 コ ンピ ュー

タ を リ ブー ト し ます。 これによ り 、

ToF Tool を再起動でき る よ う にな り

ます。

バス スキ ャ ンが実行され

ま し たが、 保存されてい

るデバイ ス リ ス ト を リ ス

ト アする必要があ り ま

す。

バス上に存在し ているすべてのデバ

イ スが表示される と は限 り ません。

デバイ スデス ク リ プシ ョ ンが有効な

デバイ スだけが表示されます。

ToF-Tool が Proficard と

の接続を認識し ません。

イ ン ス ト ールされている Proficard ド

ラ イバのバージ ョ ンが V 5.22 よ り

古いためです。

現行の ド ラ イバを イ ン ス ト ールし て

く ださい （CD の "Drivers" デ ィ レ ク

ト リ に入っています）。
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最初のエコーバン ド の表

示が最大エコーのピーク

で開始されません。

最大エコーのピーク値が反射波形と

と もに保存されていません。

この機能は、 カレ ン ト エコーの表示

でイ ンプ リ メ ン ト されるだけです。

デバイ スへのダウ ン ロー

ド が失敗し ま し た。

ア ッ プロード と ダウ ン ロード で使用

された通信イ ン ターフ ェ イ スが同一

のものではあ り ません。

同じ通信イ ン ターフ ェ イ ス を使用し

て く だ さい （フ ァ イル名に メ モを挿

入）。

ToF Tool 更新後に、 計器

のデ ィ ス ク リ プシ ョ ンが

使用でき な く な り ま し

た。

再起動後にイ ン ス ト ールプロセスが

中断されま し た。

デバイ スデス ク リ プシ ョ ンを追加し

て再起動を行った後で、 イ ン ス ト ー

ルプロセス を完了させて く ださい。

ア ッ プロード フ ァ イルを

オフ ラ イ ンで表示でき ま

せん。

オフ ラ イ ン機能がイ ンプ リ メ ン ト さ

れていません。

デバイ スがオン ラ イ ンの と きに ド

キ ュ メ ン ト を作成し て く だ さい。

反射波形は、 各チェ ッ ク

ボ ッ ク スに印がついてい

るにも関わらず、 表示さ

れません。

波形 メ ニューを使用し た場合、 波形

を表示する こ と ができ るだけで、 読

み込むこ と はでき ません。

波形を読み込むには、 反射 メ ニュー

またはレ コーダシンボルを使用する

必要があ り ます。

複数の計器に関連する全

体的な通信障害です。

レジス ト リ のエン ト リ が不正情報の

原因と なっています。

systemcontrol/system/devicemanager

内の FIFO バッ フ ァ を無効にし て く

ださい。

Windows 2000 または

Windows XP へのイ ン ス

ト ールが数パーセン ト 進

んだ と こ ろで停止する。

必要なア ク セス権限があ り ません。 必要なア ド ミ ニス ト レータ ア ク セス

権限を取得し て く だ さい （『イ ン ス

ト ールマニュ アル』 を参照）

Windows XP において

ToF Tool のパラ メ ータ編

集の起動に失敗する。

"program files" デ ィ レ ク ト リ への書

き込み権限があ り ません。 .

システム管理者に必要な権限を設定

し て も ら って く ださい （『イ ン ス

ト ールマニュ アル』 を参照）
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262 　 Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701 　 Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611 　 Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611 　 Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221 　 Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822 　 Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601 　 Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511 　 Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912 　 Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611 　 Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場 　 ■特定建設業認定工場許可 （電気工事業、 電気通信工事業）

●機器調整 （新規調整、 再調整、 故障） 不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919 　 Fax. 042(314)1941
本誌からの無断転載 ・ 複製はご遠慮 く だ さい。 また、 記載内容は
お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

BA224F/33/ja/06.05(06.06)
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